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第6回会員デビュー講演・シンポジウム 

3人の講師、珠玉の言葉で講演 
─明日の診療への気力湧く内容で─ 

理事　小川　滋彦（金沢市・内科） 

講師陣は左から三平伸一会員、納藤眞生会員、中山渉会員
（8月26日・金沢都ホテル）

社会保障セミナー 

●と　き／11月6日 （木） 
 午後7時半～午後9時半 
●ところ／金沢都ホテル　5階「蓬莱の間」 
●助言者／金沢大学法学部教授　井上英夫 氏 

今後の開催計画 今後の開催計画 

ゼミナール3
◆テーマ 

（その2） ハンセン病と人権 

■参加ご希望の方は協会までお電話で■ 
 TEL076（222）5373

（変更になりました。） 

八
月
二
十
六
日
（
火
）
金
沢

都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
第
六

回
会
員
デ
ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

ご
存
じ
の
通
り
こ
の
企
画

は
、
比
較
的
最
近
に
開
業
医
に

な
っ
た
新
し
い
会
員
三
人
に

「
ど
う
い
う
夢
を
感
じ
て
開
業

医
に
な
っ
た
の
か
」「
こ
れ
ま

で
の
足
跡
と
こ
れ
か
ら
何
を
し

た
い
の
か
」
を
約
二
十
分
ず
つ

ご
講
演
い
た
だ
き
、
最
後
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
参
加
者
と

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
会
員
が
お
互
い
に
刺
激
し

合
い
、
親
睦
を
深
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

井
沢
宏
夫
会
長
の
こ
の
会
に

寄
せ
る
期
待
を
述
べ
た
開
会
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
演
題
一
は
、

整
形
外
科
の
三
平
伸
一
氏
に
よ

り
「
整
形
外
科
無
床
診
療
所
開

業
顛
末
―
勤
務
医
時
代
の
経
験

を
生
か
す
た
め
に
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
氏
の
二

十
二
年
間
の
病
院
勤
務
医
と
し

て
の
総
括
、
無
床
診
療
所
を
英

断
さ
れ
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
、

外
来
で
の
診
断
技
術
向
上
の
た

め
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
な
ど
、
開
業

に
あ
た
っ
て
の
し
っ
か
り
と
し

た
ポ
リ
シ
ー
が
示
さ
れ
た
。
そ

し
て
開
業
し
て
三
年
の
間
に
、

「
疾
患
中
心
」
か
ら
「
患
者
中

心
」
へ
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
診
療
」

か
ら
「
個
人
に
適
し
た
診
療
」

へ
と
自
ら
の
意
識
が
変
化
し
た

こ
と
に
ご
自
身
で
驚
か
れ
て
い

る
様
子
が
素
直
に
語
ら
れ
、

「
自
分
の
思
う
最
善
は
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
最
善
と
は
限
ら
な

い
」「
手
術
す
る
こ
と
な
く
寛

解
に
導
く
医
師
が
良
い
医
師
で

あ
る
」「
完
全
に
治
ら
な
く
て

も
日
々
を
円
滑
に
過
ご
せ
れ
ば

満
足
」
と
い
っ
た
貴
重
な
提
言

を
、「
外
来
患
者
さ
ん
が
教
え

て
く
れ
た
こ
と
」
と
謙
虚
に
述

べ
る
氏
の
姿
勢
に
大
変
好
感
が

持
て
た
。

演
題
二
は
、
内
科
の
納
藤
眞

生
氏
に
よ
っ
て
「
聴
診
器
一
本

と
自
転
車
一
台
の
開
業
」
と
題

し
て
、
脱
サ
ラ
を
決
意
し
四
十

歳
を
過
ぎ
て
医
師
に
な
り
、
六

十
歳
を
過
ぎ
て
開
業
、
と
い
う

ご
自
身
の
経
歴
に
触
れ
つ
つ
、

印
象
に
残
る
患
者
さ
ん
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
―
患
者
さ
ん
と
の
交
流

と
言
っ
た
方
が
良
い
か
も
し
れ

な
い
が
―
を
本
当
に
楽
し
そ
う

に
お
話
し
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル

に
あ
る
よ
う
に
、
医
療
機
器
は

心
電
図
・
超
音
波
・
ウ
ォ
ー
タ

ー
ベ
ッ
ド
の
み
と
い
う「
軽
装
」

で
あ
り
な
が
ら
、
時
間
が
許
せ

ば
一
時
間
で
も
患
者
さ
ん
と
話

し
込
ん
で
し
ま
う
、「
し
ゃ
べ

る
の
が
好
き
」「
人
間
が
好
き
」

と
い
う
お
人
柄
が
ゆ
っ
く
り
と

地
域
に
根
ざ
し
て
い
る
様
子
が

ほ
ほ
え
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
講

演
で
あ
っ
た
。

演
題
三
は
、
心
療
内
科
・
精

神
科
を
開
業
す
る
中
山
渉
氏
に

よ
り
「
開
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

始
ま
り
か
ら
開
院
二
年
間
の
歩

み
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。
精
神
科
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
時
期
の
厳
し

い
現
実
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う

に
な
り
な
が
ら
、
自
ら
の
理
想

と
す
る
医
療
を
開
業
と
い
う
形

態
に
見
出
す
ま
で
の
「
葛
藤
」

か
ら
は
じ
ま
り
、
立
地
条
件
と

夢
に
描
く
ク
リ
ッ
ク
の
将
来
像

と
の
整
合
性
へ
の
考
察
、
院
外

処
方
か
院
内
処
方
か
、
人
材
派

遣
会
社
の
こ
と
等
々
、
氏
の
ま

さ
に
「
開
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
微
に
入
り
細
に
入
り
語
ら
れ

る
内
容
は
、
こ
れ
か
ら
開
業
を

志
す
勤
務
医
の
先
生
方
に
こ
そ

聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

あ
っ
た
。

今
回
も
前
回
同
様
こ
じ
ん
ま

り
と
二
十
人
程
度
の
参
加
者
で

は
あ
っ
た
が
、
ど
の
講
師
の
話

に
も
開
業
医
と
し
て
の
「
珠
玉

の
言
葉
」
が
散
り
ば
め
ら
れ
て

い
た
。
開
業
し
て
あ
る
程
度
年

数
を
へ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方

が
、
か
え
っ
て
「
自
分
も
こ
う

い
う
初
心
を
抱
い
て
い
た
時
代

が
あ
っ
た
な
あ
」
と
懐
か
し
く

感
じ
、
あ
す
の
診
療
へ
の
気
力

が
沸
い
て
く
る
、
そ
ん
な
会
だ

っ
た
と
思
う
。
三
人
の
演
者
に

は
保
険
医
新
聞
十
月
号
よ
り
発

表
内
容
の
ご
執
筆
を
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。

第
九
回
理
事
会
は
、
前
回

が
夏
休
み
だ
っ
た
こ
と
と
診

療
報
酬
改
定
が
近
づ
い
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
膨
大
な
討

議
内
容
と
な
っ
た
。

報
告
事
項
の
主
な
も
の

は
、
総
務
部：

会
員
数
四
人

減
！
会
員
増
の
応
援
に
保
団

連
よ
り
事
務
局
員
が
駆
け
つ

け
て
く
れ
る
こ
と
、
事
務
所

移
転
問
題
、
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
の
開
始
、
太
陽
生
命
株
の

取
り
扱
い
、
事
務
局
員
給
与

問
題
な
ど
。
歯
科
部：

盛
況

だ
っ
た
サ
タ
デ
イ
ナ
イ
ト
セ

ミ
ナ
ー
、
小
児
糖
尿
病
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
へ
の
協
力
。
学

術
保
険
部：

第
六
回
会
員
デ

ビ
ュ
ー
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
報
告
と
今
後
の
進
め

方
、「
公
費
負
担
医
療
等
の

手
引
き
説
明
会
」
の
準
備
、

医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の

た
め
の
講
演
会（
摂
食
嚥
下
、

シ
リ
ー
ズ
排
尿
障
害
）
の
計

画
と
、
い
つ
も
通
り
の
大
活

躍
に
加
え
、
久
し
ぶ
り
の
保

険
審
査
通
信
、
北
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
で
取
り
組
む
保
険
指
導

改
善
に
関
す
る
取
り
組
み
な

ど
。
医
療
福
祉
部：

次
回
社

会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
の
具
体
的

計
画
、と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

協
議
事
項
で
は
、
診
療
報

酬
改
定
を
め
ぐ
る
動
向
と
保

団
連
提
案
の
医
科
診
療
報
酬

改
善
要
求
（
案
）
に
つ
い
て

工
藤
事
務
局
員
か
ら
、
か
な

り
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
は
い

た
が
、
非
常
に
詳
し
い
説
明

が
あ
っ
た
。
前
回
診
療
報
酬

改
定
で
保
険
収
入
が
大
き
く

落
ち
込
ん
で
い
る
現
状
で

は
、
こ
こ
一
〜
二
カ
月
の
動

向
に
注
意
が
必
要
だ
。
石
川

県
保
険
医
協
会
と
し
て
、
初

め
て
石
川
県
医
師
会
へ
の
協

力
に
な
る
「
健
康
に
つ
い
て

み
ん
な
で
語
ろ
う
会
」
へ
の

対
応
で
は
、
「
語
ろ
う
会
」

の
開
催
者
・
協
力
団
体
に
関

し
て
協
会
の
存
在
そ
の
も
の

が
出
て
こ
な
い
中
で
、
今
後

の
こ
と
を
考
え
て
、
今
回
は

と
り
あ
え
ず
、
協
力
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

【
西
田
　
記
】

第9回理事会点描回理事会点描 第9回理事会点描 

膨大な討議内容 
深夜に及んで 

（9月2日・10人出席） 

著
者
の
横
山
先
生
は
金
沢

大
学
経
済
学
部
教
授
で
、
金

沢
市
社
会
福
祉
審
議
会
な

ど
、
福
祉
行
政
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
も
ご
活
躍
し
て

お
ら
れ
る
。
ま
た
、
石
川
県

保
険
医
協
会
の
編
集
す
る

「
福
祉
マ
ッ
プ
」
の
監
修
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

と
か
く
わ
れ
わ
れ
医
師

は
、
日
常
診
療
を
通
し
て
医

療
制
度
の
矛
盾
や
改
悪
さ
れ

た
内
容
の
実
際
を
知
る
こ
と

が
多
い
。
小
泉
内
閣
の
推
し

進
め
る
経
済
社
会
全
体
に
わ

た
る
構
造
改
革
の
一
環
と
し

て
の
「
医
療
制
度
改
革
」
の

い
ま
わ
し
い
現
実
の
些
少
を

認
識
す
る
わ
け
で
、「
針
の

孔
か
ら
天
を
覗
い
て
」
い
る

よ
う
な
わ
け
で
あ
る
。

本
書
は
小
泉
内
閣
の
「
構

造
改
革
」
の
本
質
を
説
き
、

社
会
保
障
全
体
の
改
革
と
、

そ
れ
を
め
ぐ
る
対
抗
を
制
度

ご
と
に
詳
細
に
学
問
的
に
説

い
た
も
の
で
あ
る
。

健
康
保
険
法
の
改
悪
や
介

護
保
険
の
矛
盾
な
ど
を
、
社

会
保
障
全
体
の
中
で
も
っ
と

深
め
て
学
び
た
い
方
や
、
一

度
き
ち
ん
と
論
理
的
に
ま
と

め
て
知
り
た
い
方
に
は
う
っ

て
つ
け
の
書
物
と
思
う
。

会
員
諸
兄
諸
姉
の
ご
一
読

を
お
薦
め
す
る
。

正確正確な現状理解現状理解から社会保障再構築の論理社会保障再構築の論理を探る探る 正確正確な現状理解現状理解から社会保障再構築の論理社会保障再構築の論理を探る探る 正確な現状理解から社会保障再構築の論理を探る 

会
長
　
井
沢
　

宏
夫（
金
沢
市
・
内
科
）

新
刊
案
内

新
刊
案
内 

新
刊
案
内

新
刊
案
内 

新
刊
案
内 

社
会
保
障

社
会
保
障
の
市
場
化

市
場
化
・
営
利
化

営
利
化 

社
会
保
障
の
市
場
化
・
営
利
化 

著
者
　
横
山
寿
一 

第1章　経済社会の構造改革と社会保障改革 
　●構造改革とは何か─構造的問題と改革課題 
　●構造改革の主要な推進手段としての規制緩和／ほか 

第2章　社会保障の構造改革と市場化・営利化 
　●市場化・営利化とは何か 
　●医療制度改革と医療における市場化・営利化／ほか 

第3章　介護保険と社会保障の構造改革 
　●介護保険と構造改革 
　●介護保険と介護サービス市場／ほか 

第4章　構造改革と社会保障の財源問題 
　●構造改革と社会保障の費用負担 
　●社会保障の財源をめぐる論点／ほか 

第5章　社会保障の構造改革と国民経済 
　●戦後日本における社会保障と国民経済─三つの局面と現段階 
　●社会保障と国民経済をめぐるいくつかの議論／ほか 

終　章　市場化・営利化への対抗と社会保障の再構築 
　●社会保障における自己決定と参加の徹底 
　●非営利原則のバージョン・アップ／ほか 

目次 推
薦
者
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八
月
九
日
（
土
）
午
後
七
時

か
ら
九
時
半
ま
で
に
わ
た
り
、

金
沢
都
ホ
テ
ル
で
「
歯
科
で
使

う
救
急
薬
品
の
解
説
と
実
際
」

と
題
し
た
講
演
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
、
や
わ
た
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外

科
医
長
の
中
新
敏
彦
先
生
を
お

招
き
し
、
歯
科
医
師
二
十
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
各
歯
科
医
院

に
配
布
・
保
管
さ
れ
て
い
る
救

急
薬
剤
に
つ
い
て
、
各
々
適

応
・
効
用
・
使
用
法
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
（
表
参
考
）。
ま
た
、

補
足
と
し
て
、
◎
硫
酸
ア
ト
ロ

ピ
ン
＝
麻
酔
前
投
薬
と
し
唾

液
・
気
道
分
泌
液
の
抑
制
に
使

用
さ
れ
る
。
◎
塩
酸
エ
フ
ェ
ド

リ
ン
＝
気
管
支
拡
張
鎮
咳
剤
で

あ
り
、
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
と
の
併

用
は
禁
忌
で
あ
る
。
◎
ノ
ル
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
＝
起
立
性
低
血
圧

ま
た
は
シ
ョ
ッ
ク
時
の
補
助
治

療
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
◎

ア
ダ
ラ
ー
ト
＝
高
血
圧
及
び
狭

心
症
治
療
剤
と
し
て
使
用
さ
れ

る
。
以
前
は
舌
下
投
与
と
な
っ

て
い
た
が
、
現
在
は
、
内
服
で

あ
る
。
◎
ニ
ト
ロ
ー
ル
・
ニ
ト

ロ
ペ
ン
＝
狭
心
症
用
薬
剤
で
あ

る
が
、
効
果
が
み
ら
れ
な
い
場

合
は
、
心
筋
梗
塞
が
疑
わ
れ
、

救
急
蘇
生
と
、
病
院
移
送
が
必

要
で
あ
る
。
◎
セ
ル
シ
ン
（
ホ

リ
ゾ
ン
）
＝
不
安
・
興
奮
・
抑

う
つ
等
の
神
経
症
に
使
用
す

る
。
◎
エ
ホ
チ
ー
ル
注
射
液
＝

強
心
剤
で
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ク
の

補
助
治
療
薬
と
し
て
使
用
。
◎

デ
カ
ド
ロ
ン
＝
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
の
喘
息
発
作
時
に
効
果
が

あ
る
。
◎
ソ
ル
コ
ー
テ
フ
＝
副

腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
で
あ
り
シ

ョ
ッ
ク
に
対
す
る
処
置
に
使
用

す
る
。
し
か
し
、
重
大
な
副
作

用
も
あ
る
。
と
、
解
説
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

次
に
各
病
気
に
対
し
て
の
病

態
お
よ
び
対
処
法
を
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
◎
糖
尿
病
＝
歯
科
的

急
性
増
悪
と
し
て
、
精
神
的
ス

ト
レ
ス
・
疼
痛
に
よ
る
内
因
性

カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
の
増
加
、

血
管
収
縮
薬
が
原
因
と
な
る
糖

代
謝
亢
進
に
よ
る
高
血
糖
、
脱

水
・
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
あ
る

い
は
治
療
前
の
禁
食
に
よ
る
低

血
糖
で
あ
る
。
対
処
法
と
し
て

糖
尿
病
性
昏
睡
と
低
血
糖
を
区

別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ブ
ド
ウ
糖
の
静
注
か
砂
糖
の
経

口
摂
取
を
行
う
。低
血
糖
で
は
、

す
ぐ
に
意
識
の
回
復
が
み
ら
れ

る
が
、
昏
睡
の
場
合
は
不
変
で

あ
り
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
皮
下

注
か
静
注
と
大
量
の
輸
液
を
行

う
。
◎
狭
心
症
＝
歯
科
的
急
性

増
悪
と
し
て
、
疼
痛
、
不
安
、

興
奮
に
よ
る
内
因
性
カ
テ
コ
ー

ル
ア
ミ
ン
の
分
泌
増
加
、
血
管

収
縮
薬
に
よ
る
冠
動
脈
の
攣

縮
、
冠
動
脈
狭
窄
の
た
め
の
絶

対
的
、
相
対
的
冠
血
流
量
の
減

少
が
原
因
で
、
症
状
と
し
て
は

前
胸
部
と
頚
部
か
ら
左
上
肢
へ

の
放
散
痛
が
あ
り
五
〜
十
五
分

で
消
失
す
る
。
対
処
法
と
し
て

は
、
酸
素
吸
入
と
と
も
に
亜
硝

酸
剤
の
舌
下
投
与
に
よ
り
一
〜

十
五
分
で
痛
み
は
緩
解
す
る
。

◎
脳
卒
中
＝
虚
血
性
脳
卒
中

（
約
七
五
％
）
と
出
血
性
脳
卒

中
が
あ
る
。
と
も
に
生
命
危
機

状
態
と
な
る
が
特
に
出
血
性
脳

卒
中
は
発
症
時
に
致
命
的
状
態

に
な
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。

歯
科
医
院
に
お
け
る
脳
卒
中

の
対
応
と
し
て
七
つ
の〝
Ｄ
〞
を

考
え
る
。
発
見
（D

etection

）、

出
動
（D

isp
a
tc
h

）
、
搬
送

（D
eliv
ery

）、
救
急
外
来
入
り

口
（D

oor

）、
情
報
（D

ata

）、

決
定
（D

e
c
isio
n

）
、
薬
剤

（D
ru
g

）
で
あ
る
。
は
じ
め
の

三
つ
の
〝
Ｄ
〞
は
歯
科
医
院
で

も
行
え
る
も
の
で
、
一
次
救
命

処
置
の
実
施
者
に
依
存
し
て
い

る
。
ま
た
、
救
急
隊
に
対
し
脳

卒
中
の
可
能
性
を
通
報
す
る
こ

と
で
、
そ
の
後
の
搬
送
先
の
迅

速
な
対
応
に
繋
が
り
、
後
続
の

四
つ
の
〝
Ｄ
〞
に
容
易
に
移
行

し
得
る
。
脳
卒
中
の
発
見
と
し

て
①
顔
面
の
弛
緩
②
上
肢
の
無

動
③
異
常
な
言
語
が
挙
げ
ら

れ
、
も
し
三
徴
候
が
異
常
で
あ

る
場
合
、
脳
卒
中
で
あ
る
確
率

は
七
二
％
で
あ
る
。
ほ
か
に
過

換
気
症
候
群
・
シ
ョ
ッ
ク
お
よ

び
気
道
閉
塞
に
対
し
て
の
対
処

法
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
見
何
と
も
な
い
よ
う
に

み
え
る
が
、
危
な
い
患
者
」
が

歯
科
診
療
室
を
訪
れ
る
機
会
は

確
実
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ

は
平
均
寿
命
の
延
長
や
医
・
歯

科
医
学
の
進
歩
に
よ
り
社
会
復

帰
患
者
が
増
え
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
従
っ
て
診
療
室
に
お
い

て
も
、
単
に
口
腔
管
理
だ
け
で

な
く
、
全
身
管
理
学
の
修
得
は

必
要
な
時
代
で
あ
る
こ
と
が
、

中
新
先
生
の
講
演
を
聞
い
て
改

め
て
思
う
次
第
で
す
。

サタデイナイト 
セミナー 
サタデイナイト 
セミナー 

歯科 

津
田
　
謹
誠
（
津
幡
町
・
歯
科
）

全
身
管
理
学
の
修
得
が

必
要
な
時
代
に
 

歯
科
で
使
う
救
急
薬
品
の
解
説
と
実
際

テーマ 

講師のやわたメディカルセンター
歯科口腔外科医長の中新敏彦先生

セミナーを企画し、司会を務めた
津田謹誠歯科部員

顔面紅潮 
嘔吐 
強烈な頭痛 

無理に動かさない。生命に関わる 
重要な事態が起こっている可能性 
がある（脳内出血など） 

気分が悪い、吐き気、頭痛、胸が苦しい、胸が痛い、チアノーゼ 
顔色が悪い（蒼白）、けいれん、呼吸困難、発汗、 etc.

NO.
YES.

はっきりしている 
ぼーっとしている 

血圧
上昇
 （頭
痛を
とも
なう
） 

血圧・脈拍とも正常 

（脈拍は上昇することもある） 

浅くて早い 
過呼吸 

症状 
　過呼吸、四肢のしびれ 
　けいれん、息苦しい 
　息ができない、不安感の訴え 

正常または、変化なし 

症状 
　チアノーゼ 
　冷汗 
　めまい 
　四肢の弛緩 
　吐き気 

浅くて早い 

症状 
　チアノーゼ 
　冷汗 
　浮腫 
　めまい 
　四肢の弛緩 
　吐き気 

症状 
　胸痛 
　背部痛 
　歯痛（下顎） 

血圧、脈拍 
とも低下 

ほとんどが疼痛由来のもの 
　（疼痛はショックの可能性あり） 
おしっこの我慢 

血圧、脈拍ともに上昇 

苦しそう、あえいでいる 

血圧は低下 
脈拍は上昇 

静脈路確保 
薬剤投与後３～５分後経過を 
みて、変化なければ再投与後 
救急車を呼ぶ 

出血部位の確認 
可能なら止血処置 
救急車 

名前をよびかける 
手を握ってもらう 
自分の名前を言わせる 
まばたきをしてもらう 

血圧計を巻く 
チェアーを水平にする 

甘いものを投与 

アダラートの投与 

対処、処置 

呼気を再呼吸 
不安感の除去 

対処、処置 
対処、処置 

対処、処置 

声かけ 
大丈夫です 
すぐに楽になります 
安心してください 

薬剤投与 

薬剤投与 薬剤投与 

薬剤投与 
ホリゾン 10mg静注 

ネクタイ、ベルト 
などをゆるめる 
O2吸入 
経過をみる 

硫酸アトロピン 

ショック体位 
O2吸入 
静脈路確保 

昇圧薬 
  （エフェドリン） 
ステロイド 
  （ソルコーテフ） 

ニトロールスプレー 
ニトロペン舌下錠 

O2吸入 
O2吸入 

ABCD施行 

チェアーサイドの救急処置 

出血性ショック 

狭心症・心筋梗塞 アナフィラキシー 

異常発生 

救急車 意識の確認 

頭を低くする 

深呼吸の指示 
高血圧発作 

血圧・脈拍のチェック 

呼吸状態 

過換気症候群 経過をみる 

呼吸状態 

原因の追及 

低血糖発作 

救急車 

疼痛性ショック 

囲 

解 
答 

碁 

（問題は12面にあります） 

黒
1
が
好
手
で
白
２
、
４
に
は

黒
５
が
大
切
な
一
手
で
す
。
以
下

黒
７
ま
で
コ
ウ
が
正
解
。
黒
１
で

６
は
白
イ
で
死
。
黒
５
で
６
は
白

５
黒
ロ
白
ハ
で
や
は
り
黒
死
で
す
。

白
２
で
４
黒
５
白
ハ
は
黒
６
白
ロ

黒
７
で
活
き
。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
一 
二 
三 
四 
五 
六 
七 

3
727 46

51 イ ロ ハ 

３
二
銀
、
同
玉
、
１
四
角
、
同

香
、
２
二
金
、
同
玉
、
２
一
飛
成
、

１
三
玉
、
２
五
桂
ま
で
九
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
２
一
飛
成
は
２
二
歩
、

３
二
銀
、
３
四
玉
で
、
ま
た
２
四

銀
は
同
玉
、
２
一
飛
成
、
３
四
玉

で
い
ず
れ
も
詰
み
ま
せ
ん
。
３
二

銀
に
３
四
玉
な
ら
４
五
飛
成
以
下

の
早
詰
め
。
同
玉
に
１
四
角
が
狙

い
の
一
手
で
、
先
に
２
二
金
と
す

る
と
同
玉
、
２
一
飛
成
、
１
三
玉
、

２
五
桂
、
１
四
玉
と
逃
げ
ら
れ
ま

す
。
同
香
に
２
二
金
か
ら
２
一
飛

成
で
１
筋
に
追
い
込
み
、
吊
る
し

桂
の
詰
み
上
が
り
に
な
り
ま
す
。
 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 
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１．保険者　　　社会保険

２．年　齢　　　58歳　女性

３．診療月　　　平成15年1月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成15年７月

５．病名・診療開始月

（1）（主）高血圧 平成12年12月16日

（2）（主）甲状腺腫 平成12年12月16日

（3）（主）糖尿病 平成13年１月20日

（4）（主）胆石症 平成13年２月 3日

（5）（主）慢性肝炎 平成13年８月25日

（6）貧血 平成15年１月23日

６．該当月の診療実日数：2日

＜主治医の意見＞
貧血の成因を知るために、フェリチン精密測定（150点）が必要と考え、

実施して請求したところ、フェリチン（80点）に減額されてしまいました。

150×1 →　80×１

平成15年１月診療分について保険者からの再審査請求があり、支払基金

再審査部会が容認したものです。

＜保険医協会のコメント＞
第190例は、当月診療開始の傷病名「貧血」に対して「フェリチン精密

測定」を算定したところ保険者から再審査請求があり、「フェリチン精密

測定」から「フェリチン」に減額査定されたものです。

「貧血」の診療にフェリチン値をみることは、医学的には当たり前の診

療行為です。本件の減額査定も、フェリチン測定そのものに対する査定で

はなく、精密測定（150点）からフェリチン（80点）への経済査定です。

一般検査と、精密測定検査がある場合の算定方法はスクリーニング検査

あるいは、それに近い目的の場合は、一般検査を算定するのがこれまでの

普通のやり方でした。このような取り扱いに関しては、以前に石川県では、

Ｂ型肝炎ウイルス関係の検査で最初の検査は低い点数のもので、そこで異

常が出れば、精密測定を認めるという規定がありました。しかし、本件の

「フェリチン」については特別の規定はありません。さらに、最近の臨床

検査センター（本件主治医の委託先を含めて）は、「フェリチン」は当然

精密測定するものとして、「フェリチン」（80点）の取り扱いをしていない

ところすらあります。

このような情勢を考慮すると、フェリチン測定に関しては、すべての検

体で、高い点数を算定したからといって、このことを理由に減額査定でき

ない情勢にあるものと思われます。ちなみに、中部地方の某県では、「フ

ェリチン精密（150点）しか検査しないラボを利用している場合は、その

旨のコメントがあれば認める」という取り扱いになっています。

以上のような検査情勢を考慮すると、委託先検査センターでの取り扱い

がフェリチン精密測定のみであることを理由に再審査請求するのが妥当と

思われます。

貧血の患者にフェリチン精密測定（150点）を 
実施したところ、保険者再審があり、 
フェリチン（80点）に減点された事例 

＜第190例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

『保険審査通信』 
FAX：076‐231‐5156  E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

納得のいかない返戻、査定は 

でお知らせください 

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛失した場合や追加が必要
な場合は、保険医協会までご請求下さい。 

医師とコ・メディカルのための講演会 

摂食・嚥下障害のリハビリテーション テーマ 
能登・加賀両地区で開催します─ 

石川県保険医協会のシリーズ「医師とコ・メディカルのための講演会」は、昨年ご好評をいただいた「摂食・嚥下

障害のリハビリテーション」を、今年も石川県言語聴覚士会との共催で、能登地区・加賀地区で開催します。 

日曜日の午後カンヅメで勉強する半日集中講座です。昨年出席しそびれた方、もう一回聴いてみたい方、集中的

に勉強したい方、どうぞお誘い合わせの上、ご参加ください！ 

（石川県保険医協会　学術・保険部） 

お問い合わせは保険医協会・杉野まで。TEL：076（222）5373　（iskw_sugino@doc-net.or.jp） 

FAX：０７６（２３１）５１５６ 

医療機関・施設名、参加人数、担当者名、電話番号をご記入の上、保険医協会までＦＡＸでお申し込みください。

お申し込みがない場合は、立ち席になりますのでご注意ください。 

■参加申込 

●主　催／石川県保険医協会・石川県言語聴覚士会 

石川県言語聴覚士会より 
講　　 師 

500円（両会場共） 
参　加　費 

《能登地区》10月  5日（日）　詳細・右記参照 
《加賀地区》10月19日（日）　詳細・右記参照 

開　催　日 

能登地区 
●と　き 10月5日（日）午後1時～5時 

●ところ 七尾平安閣「王朝」 
●テーマ 1．摂食・嚥下障害とは？ 
 　講師：諏訪美幸 
 　　　 （恵寿総合病院医療技術部言語療法課） 

 2．摂食・嚥下障害者への対応 
 　講師：谷内節子 
 　　　 （恵寿総合病院医療技術部言語療法課） 

加賀地区 
●と　き 10月19日（日）午後1時～5時 

●ところ 小松市民センター「視聴覚室」 
●テーマ 1．摂食・嚥下障害とは? 
 　講師：小森賢治 
 　　　 （加賀温泉病院リハビリテーション科） 

 2．摂食・嚥下障害のみかた 
 　講師：中山さやか 
 　　　 （やわたメディカルセンター言語療法課） 

 3．摂食・嚥下障害への対応 
 　講師：後藤理子 
 　　　 （公立加賀中央病院リハビリテーション室） 

会員、公的病院、介護保険施設、訪問看護ＳＴなど 
案　内　先 
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金
沢
大
学
大
学
院
　
椎
野
　
徳
子

ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権
人
権
を
テ
ー
マ
に
 

ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権
人
権
を
テ
ー
マ
に
 

 ハン
セ
ン
病
と
人
権
を
テ
ー
マ
に

二
〇
〇
三
年
度
 
医
療
・
福
祉
問
題
研
究
会
 

病
気
の
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に

病
気
の
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に

写真左から司会の加藤賀代子さん、パネリストの谺雄二さん、同じく莇昭三さん、パネリスト
で筆者の椎野徳子さん （7月5日・石川県社会福祉会館）

理
事
　
小
島
　
登
（
内
灘
町
・
歯
科
）

歯
周
病
講
演
会
を
開
催

歯
周
病
講
演
会
を
開
催

歯
周
病
講
演
会
を
開
催
 

歯
周
病
講
演
会
を
開
催

北
陸
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
歯
科
部
が
協
力
 

予
防
予
防
の
大
切
大
切
さ
を
知
る
一
助
に
 

予
防
予
防
の
大
切
大
切
さ
を
知
る
一
助
に
 

予
防
の
大
切
さ
を
知
る
一
助
に

20032003年度版年度版『病院病院マップ』訂正表訂正表 2003年度版『病院マップ』訂正表 
2003年度版『病院マップ』に次の訂正がありましたので、お知らせします。 

●柳田温泉病院 
＊１１頁・・・療養病床等を有する病院一覧表の柳田温泉
病院の病床数および療養病床の「１４４」を「１８０」に訂正。 

 
●押水訪問看護ステーション 
＊１３頁・・・訪問看護ステーション一覧表の「押水訪問看
護ステーション」を削除。 

 
●浅ノ川総合病院 
＊８０頁・・・表中の循環器内科担当医師の「弁谷」を「升谷」に訂正。 
＊８１頁・・・「外来診療時間・外来担当者・・・」表の循環
器内科の土曜日担当医師の「弁谷」を「升谷」に訂正。 

 
●宗広病院 
＊１６２頁・・・「診療科・各科責任者・・・」表の「山内大輔」
を「上田康博」に訂正。 
＊１６２頁・・・「外来診療時間・外来担当者・・・」表の「山内」
３カ所をすべて「上田」に訂正。 
 
●辰口芳珠記念病院 
＊２８８頁・・・医療相談室の電話番号「076-276-7856」を
「0761-51-5551」に訂正。 
 
●公立加賀中央病院 
＊３１２頁・・・「診療科・各科責任者・・・」表の「整形外科」
の担当医師「相木一秀」を「高澤宏太郎」に訂正。 

＊３１３頁・・・「外来診療時間・外来担当者・・・」表の「整形外科」
の担当医師名の「相木」を「高澤」に訂正（２カ所）。 

＊３１５頁・・・医療相談係の内線電話番号の「５５２」を「３３３」に訂正。 
 
●小松市民病院 
＊３１７頁・・・表中の整形外科担当医師の「三浦利則（ス
ポーツ，関節）」を削除。代わりに「松田英三（リウマチ，
関節疾患，脊椎）」および「長嶋恵子（外傷，骨折，関節
疾患）」を追加。 

＊３１７頁・・・「外来診療時間・外来担当者・・・」表の内科
欄の下に検診センター欄を追加し、担当医師は、月曜日「上
田」、火曜日「金大医師」、水曜日「亀田」、木曜日「金
大医師」、金曜日「藤井」を追加。 

 
●千木町ケア・センター 
＊３６２頁・・・E-mailアドレス「BKA17AAW@wamnet.wam. 
go.jp」を「sengi-cc@po4.nsk.ne.jp」に訂正。 

 
●特別養護老人ホーム大門園 
＊３８３頁・・・郵便番号「〒920-2362」を「〒920-2322」に
訂正。 

＊３８３頁・・・「法人代表者　太田政義」を「理事長　林繁」
に訂正。 

＊３８３頁・・・施設長「本多利男」を「牧野弘」に訂正。 
＊３８３頁・・・定員数「８０床」を「８８床」に訂正。 
＊３８３頁・・・デイ・サービスセンターの設置「（２５名分）」を
「（３０名分）」に訂正。 

七
月
五
日
に
石
川
県
社
会
福

祉
会
館
で
、
二
〇
〇
三
年
度
医

療
・
福
祉
問
題
研
究
会
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
記
念
企
画
と

し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
違
憲
国
賠

訴
訟
全
国
原
告
団
協
議
会
会
長

代
理
の
谺
（
こ
だ
ま
）
雄
二
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、「
ハ
ン
セ
ン

病
と
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
、
病

気
に
対
す
る
差
別
解
消
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
会
場
に

は
約
百
五
十
人
も
の
方
が
集
い
、

会
場
か
ら
も
貴
重
な
お
話
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

谺
さ
ん
は
ご
自
分
の
生
い
立

ち
か
ら
療
養
所
で
の
生
活
を
振

り
返
り
、
大
変
心
に
残
る
貴
重

な
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
谺
さ
ん
は
一
九
三
二
年
東

京
都
で
生
れ
、
幼
少
の
こ
ろ
に

発
病
し
ま
し
た
。
谺
さ
ん
が
発

病
し
た
時
に
、
す
で
に
ハ
ン
セ

ン
病
に
罹
患
し
て
い
た
母
親

が
、
初
め
て
谺
さ
ん
を
抱
き
し

め
て
く
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
と
い
う
お
話
、
そ
し
て
家
で

療
養
し
て
い
た
母
親
が
施
設
に

収
容
す
る
た
め
無
理
矢
理
連
れ

去
ら
れ
、
そ
の
後
家
の
内
外
を

真
っ
白
に
な
る
く
ら
い
消
毒
さ

れ
た
と
い
う
お
話
は
、
と
て
も

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
谺
さ
ん
は
母
親
や
兄

と
共
に
療
養
所
で
暮
ら
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
療
養
所
に

お
い
て
は
患
者
の
食
事
の
世
話

や
看
護
を
患
者
同
士
で
さ
せ
ら

れ
て
お
り
、
決
し
て
病
気
を
治

す
た
め
の
施
設
で
は
な
か
っ
た

と
過
酷
な
療
養
所
で
の
生
活
に

つ
い
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

そ
し
て
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一

人
、
城
北
病
院
名
誉
院
長
の
莇

（
あ
ざ
み
）
昭
三
さ
ん
は
、「
ハ

ン
セ
ン
病
と
医
学
・
医
療
」
を

テ
ー
マ
に
、
国
の
強
制
隔
離
政

策
の
歴
史
や
、
そ
れ
に
よ
り
病

気
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
が
流

布
さ
れ
差
別
が
助
長
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、
詳
細
に
わ
た
っ
て
検

証
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今

で
も
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
誤

っ
た
認
識
が
、
社
会
か
ら
き
ち

ん
と
拭
い
去
れ
て
い
ま
せ
ん
。

医
師
の
立
場
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン

病
は
感
染
力
が
非
常
に
弱
い
病

気
で
あ
る
こ
と
、
治
療
に
よ
っ

て
治
る
病
気
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
正
確
な
ハ
ン
セ
ン
病
の
知

識
に
つ
い
て
お
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

医
学
的
知
見
や
国
際
的
な
風
潮

に
反
し
て
、
国
が
長
年
に
わ
た

り
強
制
隔
離
政
策
を
続
け
て
き

た
こ
と
、
さ
ら
に
患
者
に
対
し

て
断
種
手
術
や
強
制
堕
胎
を
行

っ
て
き
た
こ
と
を
強
く
批
判
さ

れ
ま
し
た
。

私
も
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と

し
て
、「
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
と

人
権
」
に
つ
い
て
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
九
九
八
年

七
月
に
熊
本
地
裁
へ
「
ら
い
予

防
法
」
違
憲
国
賠
訴
訟
が
提
訴

さ
れ
ま
し
た
。
裁
判
で
は
、
国

に
よ
る
強
制
収
容
・
終
身
隔
離

政
策
・
そ
れ
に
伴
う
数
々
の
人

権
侵
害
が
検
証
さ
れ
、
そ
し
て

そ
れ
を
放
置
し
て
き
た
国
の
責

任
が
追
及
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇

〇
一
年
五
月
に
、
熊
本
地
裁
は

原
告
全
面
勝
訴
の
判
決
を
下

し
、
そ
の
後
の
原
告
団
の
運
動

に
よ
り
、
国
は
控
訴
断
念
、
判

決
確
定
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

判
決
は
、
法
的
・
社
会
的
に
大

き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
し

た
。
何
よ
り
も
、
人
と
し
て
当

然
に
も
っ
て
い
る
は
ず
の
「
社

会
の
中
で
平
穏
に
生
活
す
る
権

利
」
を
裁
判
所
が
認
め
た
こ
と

は
、
非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

裁
判
後
に
は
、
療
養
所
の
入

所
者
、
学
識
経
験
者
、
専
門
家

等
で
構
成
さ
れ
た
、
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、

①
謝
罪
と
名
誉
回
復
②
在
園
保

障
・
社
会
復
帰
及
び
社
会
生
活

支
援
③
真
相
究
明
と
再
発
防
止

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
ま

す
。
谺
さ
ん
も
検
証
会
議
の
メ

ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
が
、真
相
究
明
、

と
り
わ
け
元
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
所
長
の
光
田
健
輔
の
果
た
し

て
き
た
役
割
を
き
ち
ん
と
追
及

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ

ン
セ
ン
病
に
関
し
て
は
「
家
族

会
」
と
い
う
も
の
が
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
う
一
度

深
く
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
問
題
は
、
判

決
が
出
て
終
わ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
が
始

ま
り
で
す
。
今
回
の
総
会
で
も
、

重
要
な
お
話
が
書
き
き
れ
な
い

ほ
ど
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
を
今
後
一
つ
ひ
と
つ
検
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
は
、「
知
ら
な
か

っ
た
」「
何
も
し
な
か
っ
た
」
と

い
う
過
ち
を
、
再
び
繰
り
返
し

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

三
年
前
よ
り
、
保
険
医
協
会

歯
科
部
の
活
動
と
し
て
「
糖
尿

病
患
者
の
会
」
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

初
年
度
は
、
十
一
月
に
開
か

れ
る
「
糖
尿
病
週
間
・
金
沢
地

区
の
集
い
」に
参
加
し
ま
し
た
。

相
談
者
の
多
く
が
五
十
歳
ま
で

に
無
歯
顎
に
な
り
、
顎
堤
の
吸

収
も
著
し
く
、唾
液
も
少
な
く
、

義
歯
が
不
安
定
に
な
り
、
長
年

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

も
う
歯
も
な
い
か
ら
と
義
歯
の

清
掃
も
お
ろ
そ
か
に
な
る
傾
向

も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
症
状
を

目
の
当
た
り
に
し
、
呼
吸
器
感

染
予
防
の
た
め
に
も
啓
蒙
の
大

切
さ
を
痛
感
し
、
以
来
毎
年
歯

科
相
談
を
続
け
て
い
ま
す
。

昨
年
は
「
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
」
に
参
加
し
て
い
る
三

歳
か
ら
三
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
約

二
十
人
の
Ⅰ
型
糖
尿
病
患
者
の

口
腔
内
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
学
生
ま
で
は
ほ
と
ん

ど
異
常
が
な
く
、
中
学
生
で
兆

し
が
見
ら
れ
、
二
十
歳
を
過
ぎ

る
と
明
ら
か
に
歯
周
病
が
肉
眼

で
分
か
る
状
態
で
し
た
。
一
般

的
な
患
者
よ
り
二
十
年
ほ
ど
早

く
に
発
病
し
、
進
行
が
早
い
こ

と
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
北
陸
小
児
糖
尿
病
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
歯
周
病

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後
七

時
〜
七
時
五
十
分
、
内
灘
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
、
子
ど

も
二
十
一
人
、
親
十
人
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
二
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
歯
周
病
と

は
ど
ん
な
も
の
か
を
、
患
者
、

患
者
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
歯
周
病
講
演
会
も
開

催
し
ま
し
た
。
き
れ
い
に
す
れ

ば
良
く
な
っ
て
い
く
若
年
者
歯

肉
炎
の
発
赤
、
腫
脹
し
た
歯
肉

の
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
、
基

本
的
な
歯
周
病
を
理
解
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
唾
液
分

泌
の
減
少
に
よ
る
前
歯
部
唇
側

の
脱
灰
（
虫
歯
の
始
ま
り
）
が
、

食
生
活
の
改
善
と
プ
ラ
ー
ク
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
再
石
灰
化
し
て

い
く
様
子
も
見
て
も
ら
い
ま
し

た
。そ

し
て
、
糖
尿
病
患
者
に
よ

く
見
ら
れ
る「
ぶ
よ
ぶ
よ
し
た
」

発
赤
腫
脹
が
強
く
現
れ
る
歯
肉

を
見
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
実
症
例
の
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
、
歯
周
病
が
進
行
し

て
か
ら
来
院
す
る
と
、
歯
の
喪

失
を
く
い
止
め
る
た
め
に
セ
ル

フ
ケ
ア
を
長
年
続
け
る
こ
と
は

難
し
い
と
い
う
こ
と
、
気
の
ゆ

る
み
が
出
た
時
に
は
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
で
多
い
に
補

い
手
助
け
し
て
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
、
若
い
時
期
か
ら
プ
ラ

ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
る

と
、
歯
肉
は
健
康
に
な
り
、
糖

尿
病
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る

と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

歯
周
病
の
正
し
い
理
解
と
予
防

の
大
切
さ
を
知
る
一
助
と
し
ま

し
た
。

来
年
は
、
さ
ら
に
個
々
に
対

応
し
た
歯
周
病
の
理
解
と
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
習
得

に
歯
科
衛
生
士
と
共
に
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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山
を
始
め
た
当
初
は
写
真

な
ん
て
ま
る
で
興
味
が
無

く
、
山
行
に
写
真
機
を
持
っ

て
い
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
山
行
を
積
み
重
ね
る

に
連
れ
、使
い
捨
て
カ
メ
ラ
、

コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
っ

た
。
山
中
で
神
の
存
在
を
も

信
じ
た
く
な
る
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
景
色
に
出
会
う
こ
と

も
多
く
な
る
と
、
ぜ
ひ
と
も

こ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

を
写
真
に
収
め
な
い
手
は
な

い
と
、
当
時
の
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
で
は
最
高
峰
と
さ
れ
た

キ
ャ
ノ
ン
Ｎ
ｅ
ｗ

Ｆ
│
１

を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
交
換
用
の
レ
ン
ズ
も
い

く
つ
か
持
ち
、
三
脚
を
含
め

る
と
重
量
は
か
な
り
重
く
な

っ
て
い
っ
た
。
ま
し
て
山
岳

写
真
が
最
も
映
え
る
山
の
朝

焼
け
や
夕
焼
け
の
写
真
を
撮

ろ
う
と
す
る
と
、
山
中
で
テ

ン
ト
泊
を
す
る
こ
と
が
避
け

ら
れ
ず
、
す
べ
て
の
装
備
の

上
に
写
真
装
備
を
担
ぐ
冬
山

の
写
真
山
行
な
ど
に
な
る

と
、
三
十
キ
ロ
近
い
荷
物
を

担
い
で
黙
々
と
ラ
ッ
セ
ル
を

す
る
と
い
う
、
地
獄
の
よ
う

な
試
練
の
繰
り
返
し
で
あ
っ

た
。そ

れ
で
も
僕
の
山
岳
写
真

に
か
け
る
情
熱
は
止
む
こ
と

は
な
く
、
写
真
機
は
さ
ら
に

大
型
の
中
判
カ
メ
ラ
へ
と
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。

ま
た
個
人
の
山
の
Ｈ
Ｐ
を
開

設
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ

の
日
の
山
行
を
随
時
更
新
す

る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
も
必
ず
携
行
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

山
岳
写
真
ほ
ど
過
酷
で
根

気
と
体
力
の
い
る
写
真
は
ほ

か
に
は
あ
る
ま
い
。
冬
山
の

朝
焼
け
や
夕
焼
け
の
写
真
な

ど
は
、
ま
さ
に
僕
に
と
っ
て

は
一
枚
一
枚
が
命
が
け
で
撮

影
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
だ
か
ら
山
の
写

真
を
見
て
い
た
だ
く
場
合
に

は
、
そ
の
写
真
一
枚
の
背
景

に
ど
れ
ほ
ど
苦
労
が
あ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
を
少
し
は
理

解
し
て
欲
し
い
と
期
待
す
る

わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
撮
影
さ

れ
た
貴
重
な
写
真
を
眠
ら
せ

て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い

と
、
開
業
を
考
え
て
い
た
こ

ろ
、
開
業
し
た
暁
に
は
ぜ
ひ

と
も
待
合
室
に
山
で
撮
影
し

た
お
気
に
入
り
の
写
真
を
飾

る
本
格
的
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

作
り
た
い
と
夢
を
膨
ら
ま
せ

て
い
た
。
夢
は
三
年
前
に
現

実
の
も
の
と
な
り
、
開
業
に

合
わ
せ
て
設
計
士
に
医
院
待

合
室
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
作
っ

て
も
ら
っ
た
。
個
々
の
写
真

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ま
で
あ

た
る
本
格
的
な
も
の
で
あ

る
。開

業
後
、
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
評
判
は
す
こ
ぶ
る
良
い

よ
う
で
あ
り
、
診
察
そ
っ
ち

の
け
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
写
真

だ
け
を
見
せ
て
欲
し
い
と
の

問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
そ
の

よ
う
な
場
合
は
受
付
に
断
ら

な
く
て
も
気
軽
に
勝
手
に
見

て
い
っ
て
下
さ
い
と
応
え
て

い
る
。
遠
く
県
外
か
ら
噂
を

聞
き
つ
け
て
写
真
を
見
に
来

て
く
れ
た
方
も
い
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
写
真
は
そ

の
年
に
撮
影
し
た
お
気
に
入

り
の
納
得
の
い
く
も
の
だ
け

を
大
角
に
ま
で
引
き
延
ば
し

て
飾
っ
て
あ
る
。
再
来
患
者

さ
ん
に
同
じ
写
真
ば
か

り
飾
っ
て
あ
る
と
言
わ

れ
な
い
た
め
に
も
、
季

節
ご
と
に
ま
め
に
写
真

は
交
換
し
て
い
る
し
、

入
れ
替
え
の
写
真
を
撮

影
す
る
た
め
に
せ
っ
せ

と
山
に
も
通
っ
て
い
る
。

い
つ
ま
で
体
力
が
続
く

か
は
分
か
ら
な
い
が
、

体
力
と
気
力
の
続
く
限

り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
写
真

を
入
れ
替
え
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

医院待合室にあるギャラリー

石川県保険医協会 

と　き 

ほろ酔いコンサート& 
会員作品展のご案内 

11月16日（日） 
午後5時～午後7時半（予定） 

ところ 金沢都ホテル 5階 
参加費 お一人一人 5,000円 

（食事食事・フリードリンク付き） 
○会○会員作品展作品展の作品作品を公募公募します。 
○コンサートの出演者演者を公募公募します。 

お一人 5,000円 
（食事・フリードリンク付き） 
○会員作品展の作品を公募します。 
○コンサートの出演者を公募します。 

●詳しくは、 後日、 案内チラシにてお知らせします。 
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51
うちのサンダーバード1号

【主催】ALSと仲間達（難病を支えるボランティアグループ） 
【後援】日本ALS協会石川県支部、石川県南加賀保健福祉センター 
　　　 小松市・小松市教育委員会、小松市社会福祉協議会、雲母書房 

（コンサート事務局） 
西尾知子 
TEL・���
0761‐23‐3806 
（ALSと仲間達事務局） 
榊原千秋 
携帯 090‐2370‐9839 
FAX 0761‐23‐7307 
E-mail：sakaki-h@tvk.ne.jp

小松市で人工呼吸器をつけて在宅療養をされながら、ALSのことを広く
大勢の方に知っていただきたい。人工呼吸器をつけて体は不自由でも幸
せな日々 が送れることを伝えたい。そう話される西尾健弥さんの思いをコン
サートという形で実現しようと健弥さんとボランティアの仲間達がはじめたの
が、魂のいちばんおいしいところです。 
そんな思いを受け止めてくださって、詩人の谷川俊太郎さんと息子さんの
谷川賢作さんを中心に、生きることいのちのことを詩の朗読や音楽や講演を
通じて私たちにかけがえのないメッセージを送っていただき続けています。 
健弥さんが亡くなられて4年がたちました。仲間達の中心メンバーだった

方 も々結婚や育児など人生の節目の時期を迎えています。今、ここからでき
ることについて、いつもコンサートを支えてくださっているスタッフと話し合い
を持ちました。コンサートは、大切なメッセージを伝えることができるかけがえ
のない時間。スタッフそれぞれにも意味のある会だからこれからも続けてい
きたいことを共有しました。 

魂のいちばんおいしいところ 魂のいちばんおいしいところ 魂のいちばんおいしいところ 

日　時 9月28日（日） 
場　所 小松市公会堂 

出演者 谷川俊太郎（詩人）、谷川賢作（ピアノ） 
木村　弓（歌、竪琴）、覚和歌子（詩人） 
小幡　亨（パーカッション） 

会　費 一般前売り  3,000円（当日3,500円） 
学生前売り  1,500円（当日2,000円） 

●ヨシダ自動車 

芦城公園 

至
金
沢 

至
加
賀 

GS 
● 

GS 
● 

小松市役所● 

平和堂 
● 

小松市 
公会堂 

至空港 
● 

京ビル 

●お問い合せ 

12時開場 
13時開演、 15時30分終演 

コンサート 

8

小松駅 

　    北陸PEG・在宅栄養研究会の 
ご案内 

下記要領にて「第5回北陸PEG・在宅栄養研究会」を開催いたします。 
特別講演には、鹿児島県でPEGとNST（栄養サポートチーム）をキーワード

に地域医療を盛り上げているリーダー、昭南病院外科部長・有本之嗣先生を
お招きする予定です。 

期　　日 2003年11月22日（土） ●15：00～18：00
会　　場 石川県地場産業振興センター 大ホール 

金沢市鞍月二丁目一番地 
（TEL. 076‐268‐2010、  http://www.ishijiba.or.jp/） 

特別講演 「PEGからNSTへ─地域ぐるみの栄養療法─」 

一般演題 経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）および 
在宅栄養法に関する演題 

代表世話人 金沢大学がん研究所  腫瘍外科 

磨伊  正義 

事  務  局 小川医院  小川  滋彦（TEL. 076‐261‐8821） 

当番世話人 公立丹南病院  内科 

伊藤  重二 

有本  之嗣（医療法人愛誠会　昭南病院　外科部長） 

第5回 

う
っ
か
り
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
ず
っ
と
毎
週
日
曜
日
の

午
後
七
時
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
で

「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
の
再
放

送
を
や
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

実
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
全
巻
そ
ろ
え

て
見
て
い
た
の
で
、
テ
レ
ビ
放

映
の
件
は
本
当
に
失
念
し
て
い

た
の
で
す
。

◇

や
っ
と
本
題
で
す
。「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
一
号
」
称
す
る
横

か
ば
ん
の
中
味
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

●
ま
ず
、
当
然
な
が
ら
血
圧
計

と
聴
診
器
。
血
圧
計
は
、
目
盛

が
円
形
で
携
帯
用
の
も
の
。
聴

診
器
は
学
生
時
代
に
ク
ラ
ス
で

共
同
購
入
し
た
も
の
で
、
ネ
ー

ム
入
り
で
す
。

●
新
兵
器
・
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

ー
タ
ー
は
必
須
で
す
。
医
師
会

報
の
新
年
号
で
、
大
川
義
弘
先

生
が
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
本
当
に
重
宝
し
ま
す
。
発

熱
で
往
診
し
て
、S

p
O
2

が
九

十
を
切
っ
て
い
た
ら
、
ま
ず
肺

炎
を
疑
っ
て
、
入
院
を
説
得
す

る
根
拠
に
し
ま
す
（
個
人
的
に

は
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
匹
敵
す
る
と

思
っ
て
い
ま
す
）。
救
急
車
を

呼
ん
で
同
乗
す
る
時
に

「S
p
O
2

八
十
六
に
低
下
、
酸
素

三
リ
ッ
ト
ル
で
開
始
！
」
な
ん

て
救
急
隊
に
申
し
送
る
と
カ
ッ

コ
い
い
で
す
。
ま
た
、
普
段
か

ら
訪
問
時
に
正
常
時
の
値
を
測

っ
て
お
け
ば
、
異
常
の
程
度
を

瞬
時
に
察
知
で
き
ま
す
。
私
の

使
っ
て
い
る
携
帯
用
の
も
の

は
、
十
万
円
弱
で
入
手
で
き
、

金
沢
市
の
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

に
も
同
型
の
も
の
が
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
手
に
取
っ
て
ご

覧
い
た
だ
い
た
ら
よ
ろ
し
い
か

と
存
じ
ま
す
。
た
だ
、
最
近
は

在
宅
の
患
者
さ
ん
で
自
分
用
の

も
の
を
買
っ
て
持
っ
て
い
る
人

が
い
て
（
敵
も
さ
る
も
の
じ
ゃ

あ
）、
あ
ま
り
自
慢
に
は
な
ら

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
注
射
薬
で
す
が
、
救
急
薬
と

し
て
は
ボ
ス
ミ
ン
（
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
対
策
で
す
）
だ
け
入

れ
て
お
り
ま
す
。
以
前
は
、
キ

シ
ロ
カ
イ
ン
の
注
射
薬
や
セ
ジ

ラ
ニ
ド
も
入
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
往
診
し
て
そ
の
場
で
使
う

に
は
ち
ょ
っ
と
勇
気
が
要
り
ま

す
。
腰
痛
で
動
け
な
い
の
で
往

診
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
要
請

は
内
科
医
の
私
に
も
案
外
あ
り

ま
す
。
無
難
な
注
射
と
し
て
、

ネ
オ
ラ
ミ
ン
・
ス
リ
ー
ビ
ー
と

ノ
イ
ロ
ト
ロ
ピ
ン
を
注
射
し
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
骨
粗

鬆
症
用
の
エ
ル
シ
ト
ニ
ン
も
、

腰
痛
軽
減
の
急
性
効
果
も
あ
る

と
い
う
の
で
、
こ
れ
ら
は
い
っ

し
ょ
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
（
こ

の
辺
り
は
整
形
外
科
の
先
生
方

ご
教
示
く
だ
さ
い
）。
ザ
ル
ソ

ロ
ン
な
ど
の
解
熱
消
炎
鎮
痛
剤

は
シ
ョ
ッ
ク
で
も
起
こ
さ
れ
た

ら
大
変
な
の
で
入
れ
て
あ
り
ま

せ
ん
。

●
内
服
薬
は
、
院
外
処
方
に
し

た
の
で
今
は
持
っ
て
歩
い
て
い

ま
せ
ん
。
昼
間
な
ら
後
で
薬
局

か
ら
届
け
て
も
ら
い
ま
す
。
で

も
ニ
ト
ロ
ペ
ン
は
必
須
で
す

ね
。

●
採
血
管
と
注
射
器
、駆
血
帯
、

ア
ル
コ
ー
ル
ワ
ッ
テ
入
れ
、
ブ

ラ
ッ
ド
バ
ン
（
小
さ
い
バ
ン
ソ

ウ
膏
）、
そ
し
て
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
の
ハ
リ
ポ
ン
（
小
型
の
使
用

済
み
ハ
リ
入
れ
）、
汚
物
入
れ

用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
々
。
処
置

用
に
使
い
捨
て
の
イ
ソ
ジ
ン

棒
、
一
枚
ず
つ
包
装
し
た
滅
菌

ガ
ー
ゼ
。
摘
便
す
る
の
に
、
キ

シ
ロ
カ
イ
ン
・
ゼ
リ
ー
と
手
袋

を
数
セ
ッ
ト
（
二
枚
重
ね
で
使

い
ま
し
ょ
う
）。
往
診
で
摘
便

す
る
と
大
変
感
謝
さ
れ
ま
す

（
診
察
室
が
し
ば
ら
く
使
え
な

く
な
る
の
で
、
来
院
し
て
も
ら

っ
て
す
る
よ
り
い
い
か
も
）。

●
電
子
体
温
計
。
老
人
世
帯
で

体
温
計
を
持
っ
て
な
い
ご
家
庭

が
数
軒
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
と
予
備
の
電

池
（
大
事
な
時
に
よ
く
電
池
切

れ
し
ま
す
）。
舌
圧
子
は
木
製

の
デ
ィ
ス
ポ
を
。
最
近
は
代
用

に
台
所
か
ら
匙
を
持
っ
て
き
て

も
ら
い
ま
す
。

●
そ
し
て
、
紹
介
状
と
封
筒
。

見
ず
知
ら
ず
の
患
者
さ
ん
の
初

診
往
診
は
、
結
局
、
病
院
に
救

急
搬
送
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

病
院
マ
ッ
プ
の
コ
ピ
ー
、
せ
め

て
各
基
幹
病
院
の
電
話
番
号
簿

を
。
病
院
の
帰
り
は
タ
ク
シ
ー

に
乗
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の

で
、
小
銭
を
忘
れ
ず
に
。
運
が

良
い
と
帰
り
も
救
急
車
が
送
り

届
け
て
く
れ
る
こ
と
も
。

◇

何
か
大
事
な
も
の
が
抜
け
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

皆
さ
ん
は
い
か
が
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
次
回
は
、
お
待
ち
か
ね

「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
二
号
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
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ある自閉症児がカメラを片手に水族館へ行きました。何が写っていたか

と言いますと、ステンレスの手摺り・湾曲した灰皿など、キラキラ光る美

しい世界だったとか。

前回ご紹介しました高機能自閉症のドナ・ウィリアムズさんは講演で、

幼いころ、床と壁と天井の始まりと終わりの区別が付かなかったと話して

いました。彼女は投薬と食事療法とサプリメントの使用が効果的であり、

赤色のサングラスを掛けると物がまとまって見えるようになったそうで

す。ずっと人の顔がジグソーパズルをバラバラにしたように見えていて、

目を見ると目のみ、口を見ると口のみが見えるので、顔の識別や記憶が難

しかったそうです。

しかし、顔認識に問題のない、むしろ得意な人もいます。一般的には幼

児期、毎日通っている保育園の道順が変わると、混乱して怒ったり泣いた

りすることが多くみられます。それは、違う道でも同じ場所に行けること

が理解できないために起こります。ある子は自動販売機、ある子はガソリ

ンスタンド、ある子はコンビニ、ある子は道路標識と、その子なりの見方

と、独特の空間認知で法則のように場所の理解をしていると、少しの違い

で不安に陥ります。その場合、あらかじめ行き先の写真を見せると、どの

道を通っても保育園に行くよと、知らせることができます。園の先生の顔

写真よりもむしろ、気に入っている園のおもちゃや、いつも触る物、遊具

や特定の場所の写真が分かりやすいようです。お店に行く時は、チラシで

ロゴを切って貼ったボードを使用している子もいます。たったそれだけで、

出かける時の親子の不安やストレスを軽減できることがあります。

前回も申し上げましたが、自閉症は情緒の障害ではなく認知の障害です。

狭く深い興味と視覚的な記憶に頼っているために、誤解を招くことも、こ

ちらの理解が及ばないこともあります。そして、その症状の出方は、同じ

自閉症でも、人によってまったく違います。

後で、あれはそういう意味だったのか、と分かることもあります。「新

幹線」という言葉を覚えた子が、突然道路で「新幹線」と言います。それ

はガードレールのことでした。また、コップを差し出して「新幹線」と言

うのですが、それは牛乳のことでした。その子の「新幹線」は白くて流れ

のある様子だったようです。どう見えて、どう記憶し、どう捉えているの

か、彼ら自身から学ぶほかありません。

また、ある子に「バナナは何色？」と質問しましたら、「黄色・黒・

緑・茶色」と答えました。確かにバナナは黄色の単色なんかじゃありませ

ん。その子は物の名を覚えるのがとても苦手です。命名は、物を抽象化し、

省略することで分類し、その特徴をとらえて、象徴することが必要なので

す。反対に名詞はたくさん知っているのに、人とのやりとりには使えない

子もいます。三桁の計算はできるのに、お皿のおやつの少ない・多いとい

う概念が伝わらない子もいます。イマジネーションの偏りがあり、コミュ

ニケーションが苦手で、情報の処理

の仕方が非自閉症の人とは違うので

す。

ご苦労も多い自閉症の子育てです

が、日々発見したり感心したりして、

『自閉症の不思議な世界の謎説き』

が面白く感じられるようになると、

親御さんの気持ちは急に少し楽にな

るようです。

次回は「自閉症の不思議な世界

（その２）」をお届け致します。

NPO法人日本ポーテージ協会 
石川湖南支部　認定指導員　出村　正栄 

12回シリーズ・その③ 12回シリーズ・その③ 

●自閉症の不思議な世界（その1） 
～その不思議な世界の謎解き～ 

いしかわTEACCHプログラム研究会主催 

講演会のお知らせ 

日　時 

TEACCH（ティーチ）プログラムとは、世界的に普及し、定着しつつある自閉症の人たちと私たちが共存しあう
為の教育・福祉・生活の手だてやアイディアを提供する為のプログラムです。（Treatment and Education of 
Autistic and related Communication handicapped CHildrenの略称。「自閉症並びにその周辺する領域に
あるコミュニケーション障害の子供達の治療と教育」）自閉症といっても、その人その人ですから、ぴたりと合うこ
とが教科書に書いてある訳ではありません。ただ、自閉症という脳の障害を理解することで、有効な、ある程度共
通した手段があります。それを学び、小さなことから実践することが支援者に求められます。 
このプログラムが誕生したアメリカのノースカロライナ州では成人の自閉症の実に99%の方が家庭やグルー
プホームなどを生活の基盤にして地域社会で生活をしています。 
今回お呼びする諏訪利明先生が園長をなさっている海老名市立わかば学園は、先日のNHKの教育テレビでも

紹介されたTEACCHプログラムを取り入れた療育を行っている通園施設です。諏訪先生はTEACCHプログラ
ム研究会理事として全国各地で講演活動やTEACCHプログラムトレーニングセミナーのトレーナーとして活躍
をされている、大変お忙しい方です。今回金沢で講演をしていただくにあたって、是非、将来を見通した療育のあ
り方について具体的にお話ししていただくことをお願いしました。たくさんのご経験からの具体的なお話、そし
て今支援者に何が求められているのかをお話ししていただきます。是非たくさんの方の参加を期待しています。 

2003年11月16日（日） ・午前9：15～11：45
場　所 金沢市駅西健康ホール「すこやか」 

（金沢市保健所3階  金沢駅西合同庁舎隣）  金沢市西念3丁目4番25号 
 TEL：076‐234‐5110　※駐車場あります 

（神奈川県海老名市立わかば学園園長） 

講　師 諏訪  利明氏 

（会費は当日 受付にお持ち下さい） 

会　費 1,000円 

●申し込みは氏名・郵便番号・住所・電話番号を
明記の上、Faxでお願いします。 
申込先：木崎　伸子 

Tel. Fax. 076‐274‐1946

北陸自動車道 

金沢市保健所 

●県立中央病院 

●
駅
西
合
同
庁
舎 

● 中央 
卸売市場 

金
石
街
道 

け
や
き
大
通
り 

西口 
金沢駅 

第15回 石川県高齢者大会 

「福祉の人間学入門」 
記念講演 

日　時 10月25日（土） 
 13：30～16：30

場　所 ラポート兼六（兼六園下） 
内　容 

講　師 

第1部（13：30～）  記念講演 
第2部（15：00～）  活動交流等 
住民流福祉総合研究所代表 

木原 孝久氏 
1941年東京生まれ。早稲田大学政治経済学部卒。
福祉施設職員（救護施設、展示図書館等）、福祉
医療関係の雑誌の編集記者、中央共同募金会
勤務を経てフリーに。その間、「わかるふくしネットワ
ーク」を主催、20数年間にわたり住民流の福祉の
あり方を追い求める。著書に「わかる福祉の発想」
「銭形平次はボランティアだった」「福祉の人間学
入門」「日本の福祉─10の宿題・239の事業提案」
など多数。 

主催 ： 石川県高齢者運動連絡会 
連絡先  石川民医連 TEL 076‐253‐1458 
 FAX 076‐253‐1459 

後援 ： 国際高齢者年・石川NGO 
連絡先  石川県保険医協会 TEL 076‐222‐5373 
 FAX 076‐231‐5156



コ
ー
ス
三
日
目
は
、
午
前
中

に
ワ
ン
教
授
の
イ
ン
プ
ラ
ト
周

囲
軟
組
織
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
中
心
の
講
義
が
あ
り
、
そ
の

後
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
歯
学
部
の

歯
周
病
教
室
、
外
来
治
療
室
、

手
術
室
の
見
学
が
あ
っ
た
。
外

来
の
一
角
に
は
、
今
ま
で
教
室

で
研
究
し
た
大
学
院
の
学
生
、

臨
床
研
修
医
の
笑
顔
の
写
真
が

名
前
と
共
に
壁
に
貼
ら
れ
て
い

た
。数
人
の
日
本
人
も
い
た
が
、

そ
の
多
く
は
臨
床
研
修
医
で
、

や
は
り
大
学
院
入
学
は
英
語
を

母
国
語
と
し
な
い
私
た
ち
に
と

っ
て
難
し
い
の
か
な
〜
？
？
と

…
。午

後
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
今

ま
で
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
模

型
実
習
で
確
認
す
る
作
業
に
移

っ
た
。
大
き
な
実
習
室
で
は
、

参
加
者
全
員
が
三
班
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
の
実
習

が
終
了
し
た
後
、
次
の
班
へ
と

移
動
す
る
と
い
う
方
法
だ
っ

た
。ワ
ン
教
授
の
指
導
で
行
う
、

オ
ト
ガ
イ
と
下

顎
の
上
行
枝
ブ

ロ
ッ
ク
グ
ラ
フ

ト
（
骨
移
植
）

班
、
フ
ァ
イ
ン

バ
ー
グ
助
教
授

の
サ
イ
ナ
ス
リ

フ
ト
（
上
顎
洞
挙
上
術
）
班
、

ジ
ア
イ
ア
ン
ノ
ー
ブ
ル
助
教
授

の
Ｇ
Ｂ
Ｒ
と
イ
ン
プ
ラ
ト
埋
入

手
術
班
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
実
習
が
終
わ
っ
た
後
、
フ
ァ

イ
ン
バ
ー
グ
助
教
授
が
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
最
先
端
で
あ
る
歯
槽

骨
延
長
術
の
術
式
、
続
い
て
ジ

ア
イ
ア
ン
ノ
ー
ブ
ル
先
生
か
ら

Ｐ
Ｒ
Ｐ
の
術
式
の
デ
モ
が
あ
っ

た
。久

し
ぶ
り
に
、
学
生
時
代
に

戻
っ
た
気
分
で
実
習
に
取
り
組

ん
だ
が
、
私
自
身
は
日
ご
ろ
の

臨
床
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
埋
入
、

Ｇ
Ｂ
Ｒ
、
Ｐ
Ｒ
Ｐ
は
取
り
入
れ

て
い
る
た
め
、
比
較
的
簡
単
に

終
わ
っ
た
。
た
だ
し
、
骨
の
ブ

ロ
ッ
ク
グ
ラ
フ
ト
は
模
型
で
は

簡
単
だ
が
、
実
際
の
臨
床
と
な

る
と
、
手
術
侵
襲
も
大
き
く
、

わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
開
業
医
で

は
、
や
は
り
少
し
無
理
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後

も
導
入
予
定
は
し
て
い
な
い
。

と
い
う
の
も
、
昨
今
、
骨
補
填

材
の
い
い
も
の
が
多
く
出
て
き

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
使
え

ば
ブ
ロ
ッ
ク
グ
ラ
フ
ト
を
し
な

く
て
も
十
分
対
応
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
。

一
方
、
歯
槽
骨
延
長
術
は
、

歯
周
病
、
先
天
性
疾
患
、
不
慮

2003年9月15日（毎月15日発行）（10）第377号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

江守　道子（金沢市・歯科） 

講義、見学、実習に取り組んで 
夜には修了式とパーティーが 

ミシガン大学 Advanced Implant Surgery A Hands-On Training Course に参加して 

第3回 

日本における私（中央）のインプラント治療の恩師
である、糸瀬先生（左）と山道先生（右）

左からファインバーグ助教授、修了証と記念品を手に
する私、ジアイアンノーブル助教授、ワン教授

50
メ
ー
ト
ル
道
路 

金
石
街
道 

朋の時間～母たちの季節～ 朋の時間～母たちの季節～ 
長編ドキュメンタリー／監督　西山正啓 

重度・重複障害というハンディをもつ人たちの地域生活を広げてきた通所施設朋が、母たちと歩んできた17年 

日時：2003年9月23日（火）祝日　午前の部：10：30～ 
 午後の部：14：00～ 
場所：駅西健康ホール「すこやか」　駅西保健所3階 
　　　金沢市西念町3丁目4番25号 
　　　TEL：076‐234‐5141 
上映会会費：大人  1,000円 
　　　　　　小、中学生・障害のある人 500円 
　　　　　　　（前売りのみですので、必ずチケットをお求め下さい） 
主催：「朋の時間」金沢上映実行委員会 
後援：石川県重症心身障害児（者）を守る会 
　　　石川県肢体不自由児協会 
　　　石川県手をつなぐ育成会、金沢手をつなぐ親の会 
問い合わせ先：TEL（FAX）076‐222‐2691（松田） 
　　　　　　　E-mail:tomojoei@hotmail.com

■ふれあい交流室（保育） 
映画の終了までお子さまをお
預かりします。 
ご希望の方はお早めにご連
絡ください。 
問い合わせ先 
TEL（FAX）：076‐221‐0560 

（西田） 

■作品の内容・配給に関するお問い合わせは 
　「朋の時間～母たちの季節～」上映事務局 
　TEL＆FAX：03‐3397‐1914まで 
■「朋の時間～母たちの季節～」公式ホームページ 
　http://www.motherbird.net/ ̃tomo_haha

北陸自動車道 

金沢駅 
西口 

駅西保険所駅西保険所 駅西保健所 

駐車場駐車場 駐車場 駅西駅西 
合同合同 
庁舎庁舎 

駅西 
合同 
庁舎 

とも 

（
匿
名
希
望
）

悲
鳴
を
あ
げ
る
仲
間

悲
鳴
を
あ
げ
る
仲
間

会 員 投 稿

会
員
全
員
の
危
機
感
が
必
要

の
事
故
な
ど
で
骨
や
軟
組
織
が

な
い
ケ
ー
ス
で
も
、
残
っ
て
い

る
組
織
を
利
用
し
て
組
織
の
再

生
が
で
き
る
点
に
お
い
て
、
現

在
の
と
こ
ろ
最
も
理
想
的
な
方

法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
手
術
そ
の
も
の
が
か
な
り

難
し
い
の
と
、
使
わ
れ
る
器
具

が
高
価
な
の
が
難
点
で
、
わ
が

国
で
も
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
治
療
方
法
で
あ
る
。

Ｐ
Ｒ
Ｐ
は
、
日
本
で
は
昨
今

の
流
行
と
言
っ
て
も
い
い
が
、

ワ
ン
教
授
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
、
軟
組
織
の
治
癒
は
確
か
に

良
い
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ

て
い
る
が
、
骨
の
再
生
に
関
し

て
は
、
い
ま
だ
そ
の
因
果
関
係

が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
最
近
ミ
シ
ガ
ン
大
学
歯

学
部
の
歯
周
病
科
で
は
、
サ
イ

ナ
ス
リ
フ
ト
時
に
行
う
骨
補
填

剤
と
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
Ｐ
Ｒ

Ｐ
は
、
以
前
行
わ
れ
て
い
た
ほ

ど
は
や
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
と
、
言
っ
て
も
、
今

回
の
実
習
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
講
義
や
デ
モ
が
あ
っ

た
く
ら
い
な
の
で
、
歯
周
治
療

な
ど
で
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

そ
の
日
の
夜
は
、
わ
れ
わ
れ

の
宿
泊
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ン
で
、
修
了
書
（
サ
ー
テ
イ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
授
与
式
と

パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
た
。
ワ

ン
教
授
を
は
じ
め
、
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
裏
方
の

女
性
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
コ
ー

ス
の
受
講
者
全
員
が
参
加
し
て

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
も
日
本
ス

タ
イ
ル
が
出
て
、
コ
ー
ス
参
加

者
全
員
が
、
い
く
つ
か
作
ら
れ

た
丸
テ
ー
ブ
ル
の
イ
ス
に
座
っ

た
ま
ま
動
か
な
い
の
に
業
を
煮

や
し
、
ワ
ン
教
授
が
〝
皆
さ
〜

ん
、
立
っ
て
多
く
の
人
た
ち
と

話
し
を
し
て
く
だ
さ
〜
い
。
〞

と
言
っ
て
、
は
じ
め
か
ら
終
わ

り
ま
で
動
き
回
っ
て
い
た
。
傍

に
は
、
コ
ー
ス
の
講
師
の
先
生

方
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
グ
ラ
ス

を
片
手
に
に
こ
や
か
に
談
笑
し

て
い
る
の
が
対
照
的
だ
っ
た
。

そ
の
時
、
私
は
、
ワ
ン
教
授
に

今
年
歯
学
部
を
卒
業
し
た
末
娘

の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
相
談
し
た

と
こ
ろ
、〝su

re

（
も
ち
ろ
ん
）

…
〞
と
言
う
明
快
な
答
え
が
返

っ
て
き
た
。

去
る
八
月
二
十
一
日
に
、
ア

メ
リ
カ
の
歯
学
部
大
学
院
入
学

を
目
指
し
、
彼
女
は
日
本
を
発

っ
た
。

（
続
く
）

来
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

が
、
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
改
定
に

な
る
気
配
が
で
て
き
た
。

政
府
は
、
来
年
度
の
社
会
保

障
関
連
予
算
に
つ
い
て
は
自
然

増
の
う
ち
約
五
分
の
一
を
削
減

し
て
「
診
療
報
酬
・
薬
価
に
つ

い
て
は
、
近
年
の
物
価
・
賃
金

の
動
向
を
踏
ま
え
て
国
庫
負
担

を
抑
制
す
る
」
と
発
表
し
て
い

る
。そ

も
そ
も
、
健
保
財
政
の
悪

化
は
国
庫
負
担
の
削
減
が
最
大

の
原
因
で
あ
り
、
先
進
国
の
中

で
も
日
本
の
医
療
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
割
合
も
低
く
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
の
医
療
費
抑

制
は
道
理
に
合
わ
な
い
の
で
あ

る
。協

会
も
、
こ
う
い
っ
た
事
態

を
受
け
て
今
か
ら
準
備
を
整
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。こ

こ
で
、
協
会
の
存
在
意
義

と
は
何
か
な
の
か
を
も
う
一
度

考
え
て
、
原
点
に
帰
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

保
団
連
の
設
立
趣
旨
に
は
、

「
保
険
医
の
生
活
と
権
利
を
守

り
国
民
医
療
の
充
実
と
向
上
を

は
か
る
」
と
高
く
謳
わ
れ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

会
員
の
困
っ
た
問
題
に
正
面
か

ら
取
り
組
ん
で
共
に
解
決
に
汗

を
流
し
て
い
く
こ
と
に
力
を
そ

そ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

当
然
と
考
え
る
。
今
の
状
態
で

は
、
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
は
脱
力

状
態
で
不
戦
敗
に
な
り
か
ね
な

い
危
険
な
兆
候
が
見
ら
れ
る
の

あ
る
。
世
間
か
ら
見
る
と
、
医

療
人
は
と
も
す
れ
ば
社
会
的
エ

リ
ー
ト
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、

も
は
や
そ
ん
な
状
態
で
は
な
く

な
っ
て
き
た
。

診
療
報
酬
の
改
定
の
た
び

に
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
仲
間

は
確
実
に
増
え
て
い
る
の
で
あ

る
。具

体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、

私
の
知
人
の
診
療
所
で
は
、
本

年
四
月
の
改
定
以
来
、
健
保
本

人
の
三
割
負
担
の
影
響
か
ら

か
、昨
年
の
レ
セ
プ
ト
と
比
べ
、

軒
並
み
二
〇
％
弱
の
収
入
減
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
従

業
員
も
正
職
員
か
ら
パ
ー
ト
に

切
り
替
え
た
り
、
別
の
医
院
で

は
、
常
勤
の
職
員
を
す
べ
て
パ

ー
ト
に
し
て
、
夕
方
か
ら
は
、

奥
さ
ん
と
先
生
だ
け
で
診
療
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
あ

る
。

以
上
の
よ
う
な
医
療
現
場
を

直
視
す
る
と
、
今
ま
で
の
よ
う

な
保
団
連
幹
部
だ
け
の
陳
情
・

要
請
で
は
も
は
や
限
界
で
、
協

会
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
危
機

感
を
持
っ
て
具
体
的
行
動
を
起

こ
さ
な
け
れ
ば
と
思
う
。

今
秋
に
は
、衆
議
院
の
解
散
、

総
選
挙
も
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
の
小
泉
改
革
に
対

し
て
新
た
な
医
療
改
悪
に
つ
な

が
る
こ
の
よ
う
な
逆
風
に
対
し

て
、
協
会
は
し
な
や
か
に
、
し

た
た
か
に
、
し
つ
こ
く
、
国
民

と
医
療
者
の
共
同
を
広
げ
、
変

化
を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
を

続
け
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
で
 

開
か
れ
た
、コ
ー
ス
修
了
書

修
了
書
 

授
与
式
と

授
与
式
と
パ
ー
テ
ィ
ー
 

キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
で
 

開
か
れ
た
、コ
ー
ス
修
了
書

授
与
式
と
パ
ー
テ
ィ
ー
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シ
リ
ー
ズ 

▼
#8
▲ 

性
教
協
石
川
支
部
会
員
　
中
谷
　
佳
子 

〝
人
間
と
性
〞教
育
研
究
協
議
会（
３
回
シ
リ
ー
ズ
） 

〜
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
共
生
を
め
ざ
し
て
〜
 

あ
な
た
ら
し
く
　

わ
た
し
ら
し
く
（
そ
の
1
）

〝
人
間
と
性
〞
教
育
研
究
協

議
会
（
略
称
　
性
教
協
）
が
設

立
さ
れ
た
の
は
一
九
八
二
年
。

子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
状
況

（
特
に
性
に
関
し
て
）
に
対
応

す
る
た
め
、
養
護
教
諭
・
医

師
・
助
産
婦
・
看
護
師
・
教

師
・
保
護
者
が
連
携
し
、
科

学
・
人
権
・
自
立
・
共
生
と
い

う
視
点
で
性
教
育
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。

今
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に

は
、
様
々
な
ル
ー
ト
か
ら
歪
ん

だ
性
情
報
が
入
り
込
み
、
望
ま

な
い
妊
娠
、
性
感
染
症
、
援
助

交
際
な
ど
が
彼
ら
の
身
近
な
問

題
と
な
っ
て
迫
っ
て
き
て
い
ま

す
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら

は
非
行
や
不
登
校
と
同
様
、
特

別
な
子
の
、
特
別
な
問
題
と
し

か
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
自
分
自
身
と
も
し
っ
か

り
向
き
合
う
た
め
、
年
六
回
、

学
習
会
を
企
画
し
、
学
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
今
年
五

月
の
第
十
一
回
石
川
セ
ミ
ナ
ー

講
演
の
内
容
を
、
紙
面
の
許
す

限
り
、
紹
介
し
ま
す
。
講
演
は
、

河
野
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
の
河
野
美
代
子
さ
ん
に
よ
る

「
十
代
の
受
診
か
ら
見
え
て
く

る
も
の
、
伝
え
た
い
こ
と
」
で

す
。

◇

一
九
九
〇
年
十
一
月
十
九

日
、
広
島
市
の
繁
華
街
、
原
爆

ド
ー
ム
か
ら
徒
歩
十
五
分
く
ら

い
の
所
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

業
。
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
十
八

日
ま
で
の
十
年
間
の
患
者
数
は

二
万
八
千
七
百
十
人
。
初
診
時

十
代
は
四
千
五
百
三
十
七
人
、

全
体
の
一
五
・
八
％
。
十
代
の

う
ち
の
再
来
院
を
新
た
に
一
例

と
し
、
五
千
四
百
七
十
六
例
の

受
診
。
性
交
経
験
有
は
三
千
六

百
三
十
五
例
、
六
六
・
四
％
、

無
は
千
八
百
三
十
三
例
、
三
十

三
・
五
％
。
十
六
歳
で
性
交
経

験
率
は
五
五
・
一
％
、
十
九
歳

で
八
三
・
五
％
。
性
交
の
相
手

の
男
性
は
、
判
明
し
た
の
が
三

千
二
百
六
十
九
例
。
千
五
百
十

一
例
、
四
六
・
二
％
が
二
十
歳

以
上
の
大
人
。
十
九
歳
ま
で
が

千
七
百
五
十
八
例
、
五
三
・

八
％
。
職
業
別
で
は
圧
倒
的
に

社
会
人
が
多
く
、
千
九
百
八
十

六
例
、
約
六
〇
％
（
私
は
必
ず

相
手
を
尋
ね
ま
す
）。

訴
え
で
は
、
ま
ず
、
月
経
の

ト
ラ
ブ
ル
。
体
重
減
少
性
無
月

経
、
四
百
二
十
五
例
。
ダ
イ
エ

ッ
ト
ブ
ー
ム
は
困
っ
た
も
の
。

月
経
困
難
症
六
百
二
十
九
例
。

次
に
身
体
や
性
の
悩
み
、
百

六
十
二
例
。
十
代
の
女
の
子
で

は
ま
ず
、
毛
深
い
、
オ
ッ
パ
イ

が
小
さ
い
・
引
っ
込
ん
で
い

る
、
性
器
が
異
常
の
三
つ
。
産

毛
を
毛
深
い
と
思
い
こ
ん
で
い

る
子
が
ほ
と
ん
ど
。
オ
ッ
パ
イ

は
乳
腺
の
上
の
脂
肪
で
、
大
き

さ
は
脂
肪
が
作
用
し
て
い
る
か

ら
、
し
っ
か
り
食
べ
て
太
り
な

さ
い
。人
間
は
ひ
と
つ
く
ら
い
、

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
っ
て
い

た
方
が
優
し
い
人
に
な
れ
る
よ

と
話
す
。

性
器
が
異
常
。
自
殺
を
考
え

る
ほ
ど
大
き
な
悩
み
に
な
っ
た

り
す
る
。
小
陰
唇
の
正
常
な
発

育
を
異
常
だ
と
。
こ
れ
は
肝
心

の
、
目
で
見
、
手
で
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
外
側
が
教
え
ら
れ

て
い
な
い
か
ら
。
本
当
に
悩
む

の
は
二
十
代
か
ら
。
何
に
も
な

い
の
に
恋
人
や
結
婚
を
諦
め
て

し
ま
っ
た
例
も
。
性
器
を
教
え

る
こ
と
が
い
か
に
大
切
な
こ
と

か
。男
子
は
ペ
ニ
ス
の
大
き
さ
。

勃
起
し
た
時
、
四
セ
ン
チ
あ
れ

ば
い
い
の
に
。
講
演
後
、
質
問

●日　時…9月21日(日）午後2時～4時 

●場　所…石川県女性センター　2階研修室 
 　　　　 （金沢市三社町1‐44　1263‐0115） 

●連絡先…末友まで 

　　　　　1263‐0607 

　　　　　E-mail：tuky@spacelan.ne.jp 

●参加料…一般：200円 

☆☆☆☆☆☆性教協性教協　　　　　　　　　　☆☆☆☆☆☆ ☆☆☆性教協　　　　　☆☆☆ 行事案内 行事案内 

●テーマ● 

スクール・セクシュアル・ハラスメントを考える 

●講　師● 

北陸大学教員　柳本祐加子さん 
スクール・セクシュアル・ハラスメント防止ネットワーク 

北陸ブロック代表 

に
き
た
三
十
代
で
未
婚
の
青
年

が「
四
セ
ン
チ
と
は
直
径
か
？
」

と
。
自
分
の
は
八
セ
ン
チ
だ
か

ら
、
長
さ
の
は
ず
が
な
い
と
。

包
茎
も
ほ
と
ん
ど
手
術
し
な
く

て
い
い
の
に
雑
誌
な
ど
で
あ
お

ら
れ
て
い
る
。

子
ど
も
が
子
ど
も
の
う
ち

に
、
性
器
が
発
育
し
な
い
う
ち

に
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
。身
体
を
知
る
こ
と
は
力
だ
。

知
る
こ
と
で
初
め
て
自
分
の
身

体
を
い
と
お
し
い
と
思
え
る
。

若
者
の
性
は
低
年
齢
化
し
て
い

る
。
で
も
知
識
は
な
い
。
な
ぜ

か
。
私
た
ち
が
性
を
真
正
面
か

ら
き
ち
っ
と
伝
え
て
い
な
い
か

ら
。
私
た
ち
大
人
自
身
の
性
意

識
が
問
わ
れ
て
い
る
。
性
は
い

や
ら
し
い
も
の
、
恥
ず
か
し
い

も
の
、
隠
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い

も
の
、
あ
ん
な
も
の
は
し
な
い

方
が
い
い
と
い
う
意
識
で
は
絶

対
子
ど
も
に
性
を
伝
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の

多
く
は
、
い
つ
か
は
セ
ッ
ク
ス

を
す
る
よ
う
に
な
る
。
な
ら
ば

〝
素
敵
な
セ
ッ
ク
ス
が
で
き
る

素
敵
な
大
人
に
な
っ
て
ね
〞
、

そ
う
い
う
意
識
を
も
っ
て
正
面

か
ら
伝
え
ら
れ
る
大
人
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

（
続
く
）

HIBAKUSHA
ドキュメンタリー映画 

ヒバクシャ 
AT THE END OF THE WORLD

世界の終わりに 

日　時 2003年10月4日（土） 

場　所 石川県教育会館 
3階ホール 

13：30～鎌仲ひとみ監督講演 
14：00～映画上映 

※開場は13：00です 

料　金 一般前売り 
1,000円 
（当日 1,200円） 

中高生 

　 500円 
※小学生以下無料 

【主　催】「ヒバクシャ」金沢上映実行委員会 
【連絡先】小原  TEL/FAX  076‐240‐0413 
【後　援】石川県、金沢市、石川県国際交流協会 

金沢国際交流財団、金沢YMCA 
【協　力】石川県原爆被災者友の会 

核戦争を防止する石川医師の会 

� Etsuko Nagai

平和の子ら像の前でピースサインを送る中学生たち

（平和のメッセージ）

ぼくは、「はだしのゲン」や本を読んだりして、げんばくのことを、調べたり、する。だけど、

本物のげんばくが、落とされ、広島が焼け野原になり、一人一人の、どんな物にも、かえられ

ない命が、かんたんに、殺されていく光景。それは、げんばくにあった人しか、分からない。

ぼくは西本さんの話を、聞いて、こんなに、かんたんに、人が、殺されて、いいのか、と思

った。一人一人は、三億分の一のかく率で、生まれてきて、一人も、かんたんに失っていけな

い命が、ものすごく、うばわれていった。殺された人の命は、何千年も前から、命のリレーを

してきて、こんなかんたんに殺されては、たまったもんじゃないと思う。

そもそも人の命は、親の物、おばあちゃん、おじいちゃん、そのせんぞ、若い人は、未来の

息子、娘の物、そして、自分以外のぎせいになった精子や、そして自分の物。その大切な命が、

うばわれていくのは、もう二度と、やっては、いけないことだ。

それを体験した西本さんが、その話を長時間も、話してくれるのは、とてもつらいと思う。

核を反対する人が、いなくなったら、世界は終り。そのために話をしてくれたのは、本当に感

謝しないと、いけないことだ。これからも核や戦争に反対していきたいと思った。

7月20日、金沢市卯辰山・原爆犠牲

者追悼碑（平和の子ら像）前で開かれ

た「ピース・デイ7．20」にて、金沢

市立南小立野小学校の5年生が読み上げ

た平和のメッセージを紹介します。被

爆者の西本多美子さんが語り部となっ

た被曝体験を聞いた時の感想文です。

平和の子ら像に献げられたたくさんの

折り鶴とともに、いのちの尊さを訴え

る「反核・平和おりづる市民のつどい」

にふさわしい内容でした。一番輝いて

いました。

「この子たちの夏」が輝きつづけるよ

うに・・・・・・ （神田）
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社
会
人
に
欠
か
せ
な
い
、
ま
た
は
職
業
上
で
必
要
な
仕
事

を
し
て
い
る
間
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
な
か

な
か
心
の
余
裕
が
持
て
な
い
の
は
誰
し
も
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

性
格
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う
が
仕
事
や
雑
用
に
追
わ
れ
て
い
る

時
に
、
少
し
の
空
き
時
間
が
で
き
て
も
、
ぼ
ん
や
り
と
過
ご

せ
な
い
。
つ
か
の
間
の
空
白
が
惜
し
い
と
思
い
、
大
げ
さ
な

言
い
方
を
す
れ
ば
、
心
の
糧
を
求
め
て
さ
ま
よ
う
。
人
に
よ

っ
て
は
散
歩
し
た
り
音
楽
を
聞
い
た
り
酒
を
味
わ
っ
た
り
と

い
ろ
い
ろ
だ
ろ
う
が
、
今
の
私
は
画
集
を
眺
め
る
か
絵
筆
を

持
つ
こ
と
が
多
い
。

も
と
も
と
絵
画
は
好
き
だ
っ
た
。
中
学
校
の
こ
ろ
、
い
ち

ば
ん
成
績
が
良
か
っ
た
課
目
は
美
術
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

医
者
を
継
が
な
か
っ
た
ら
美
大
を
受
験
し
た
か
も
知
れ
な

い
。
だ
が
今
に
な
っ
て
悔
ん
で
い
る
が
、
意
欲
と
根
気
が
足

り
な
い
性
格
が
災
い
し
て
、
大
切
な
趣
味
と
し
て
一
貫
し
た

努
力
を
積
ま
な
か
っ
た
の
で
、
も
の
に
な
ら
ず
に
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

絵
画
に
も
た
く
さ
ん
の
ジ
ャ
ン
ル
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
る

わ
け
で
、
長
い
年
月
の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
に
挑
戦
し
て

は
み
た
。
何
人
か
の
プ
ロ
に
師
事
し
て
、
水
彩
、
油
彩
、
水

墨
、
鉛
筆
画
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
を
少
し
ず
つ
か
じ

っ
た
が
、
結
局
、
人
さ
ま
に
見
せ
る
ほ
ど
の
作
品
は
残
し
て

い
な
い
。

今
は
、
パ
ス
テ
ル
画
に
凝
っ
て
い
る
。
数
年
前
か
ら
始
め

た
が
、
こ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
結
構
面
白
い
。
仕
事
の
合
間
の

気
晴
ら
し
と
し
て
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
作
業
の
開
始
も
中

断
も
す
ぐ
で
き
る
し
、
溶
剤
の
液
体
が
不
要
で
乾
燥
時
間
も

な
く
、
周
り
を
汚
さ
な
い
か
ら
後
始
末
が
楽
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
い
て
パ
ス
テ
ル
材
の
性
質
上
、
濃
淡
の
表
現
は
油
絵

に
近
い
く
ら
い
可
能
で
修
正
も
確
実
に
で
き
る
。
作
品
と
し

て
決
め
ら
れ
た
大
き
さ
は
な
い
か
ら
、
紙
の
サ
イ
ズ
に
合
わ

せ
た
額
縁
に
収
め
れ
ば
足
り
る
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
休
診
時
間
帯
や
休
日
は
展
覧
会
を
ハ
シ

ゴ
し
た
り
、
本
屋
の
美
術
書
棚
で
立
ち
見
を
す
る
。
作
家
物

を
購
入
す
る
ほ
ど
リ
ッ
チ
で
な

い
か
ら
、
画
集
や
写
真
集
を
求

め
て
帰
り
、
気
に
入
っ
た
絵
や

場
面
を
手
本
に
し
て
画
く
。
こ

ん
な
内
輪
話
を
披
歴
す
れ
ば
、

誰
方
か
か
ら
「
オ
イ
オ
イ
君
、

そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
。
ど
ん
な

ア
ー
ト
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
鉄

則
、
人
ま
ね
な
ん
て
。
だ
い
い

ち
そ
ん
な
方
法
で
は
モ
チ
ー
フ

の
表
現
は
不
可
能
だ
よ
」
。
そ

う
で
す
、
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
よ
く
分
か
っ
て
い
る
が
、
私

の
感
性
は
創
造
す
る
ま
で
熟
し
て
い
な
い
し
、
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
上
達
し
な
い
と
納
得
の
い
く
成
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も

知
っ
て
い
る
の
で
、
目
下
修
練
中
と
い
う
こ
と
。

作
品
の
引
き
合
い
が
あ
る
の
は
親
戚
す
じ
だ
け
だ
か
ら
カ

ネ
に
な
ら
な
い
。
奥
方
に
お
だ
て
ら
れ
て
、
暇
が
あ
る
と
エ

ッ
サ
エ
ッ
サ
と
画
き
貯
め
て
い
る
だ
け
だ
。
幸
い
な
こ
と
に

理
智
が
頼
り
の
科
学
と
違
っ
て
、
芸
術
に
は
年
齢
制
限
が
無

い
よ
う
な
の
で
、「
絵
心
」
を
頼
り
に
こ
れ
か
ら
も
の
ん
び

り
画
い
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
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絵
　
心
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藤
　
良
一
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金
沢
市
・
内
科
）

ま
た
ま
た
個
人
的
な
音
楽
の

想
い
出
を
語
ろ
う
と
思
う
。
医

学
部
二
年
の
十
二
月
初
旬
。
そ

の
日
は
晴
れ
渡
っ
た
穏
や
か
な

土
曜
日
で
あ
っ
た
。
ス
キ
ー
部

の
練
習
を
終
え
た
僕
を
友
人
が

探
し
当
て
た
。
医
局
対
抗
の
柔

道
大
会
を
催
し
て
い
る
の
だ

が
、
人
数
が
足
り
な
い
。
助
け

て
く
れ
な
い
か
。
親
友
の
頼
み

だ
、
断
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

ジ
ャ
ー
ジ
を
柔
道
着
に
着
替
え

て
会
場
に
着
く
と
、
も
う
対
戦

相
手
が
待
っ
て
い
た
。「
な
ん

だ
、
後
輩
の
柔
道
部
員
じ
ゃ
な

い
か
、
あ
ん
な
大
き
な
奴
と
や

る
の
は
か
な
わ
ん
な
」。「
い
や
、

適
当
に
や
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い

さ
」。
親
友
と
そ
ん
な
ひ
と
言

ふ
た
言
を
交
わ
し
、
そ
の
大
男

と
組
ん
だ
。

柔
道
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
し
、

得
意
の
一
本
背
負
い
は
大
き
な

奴
に
効
く
技
だ
。
今
年
は
ス
キ

ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
四

月
か
ら
鍛
え
に
鍛
え
た
足
腰
も

あ
る
。
柔
道
部
の
黒
帯
ご
と
き

に
臆
す
る
も
の
か
。「
適
当
に
」

と
言
わ
れ
て
も
、
そ
う
で
き
な

い
生
来
の
負
け
ん
気
が
災
い
し

た
。
も
み
合
っ
て
い
る
う
ち
に

す
き
を
み
て
か
け
た
背
負
い
投

げ
が
は
ず
さ
れ
て
、
彼
の
下
敷

き
に
な
っ
た
。
首
が
曲
が
っ
て

大
き
な
音
が
し
た
。
耐
え
難
い

激
痛
で
あ
っ
た
。
体
育
館
に
響

き
渡
る
大
き
な
音
に
親
友
が
機

転
を
き
か
し
試
合
を
止
め
た
。

頸
を
抱
え
て
整
形
外
科
に
走
っ

た
と
こ
ろ
、
診
断
は
第
二
･
三

頸
椎
圧
迫
脱
臼
骨
折
。「
即
入

院
！
」
の
一
言
で
、
柔
道
着
の

ま
ま
ベ
ッ
ド
に
寝
か
さ
れ
た
。

頸
に
錘
を
ぶ
ら
下
げ
、
柔
道
着

の
ま
ま
で
三
日
間
が
過
ぎ
た
。

頸
の
痛
み
は
少
し
あ
っ
た
が
、

麻
痺
も
何
も
無
か
っ
た
。
た
ま

り
か
ね
て
主
治
医
の
先
輩
に
い

つ
ま
で
こ
う
な
の
か
と
聞
く

と
、
そ
う
だ
な
、
あ
と
三
週
間

ぐ
ら
い
だ
ろ
よ
、
と
妙
に
明
る

く
答
え
た
。
嘘
だ
、
と
思
っ
た
。

案
の
定
、
後
か
ら
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
寝
た
き
り
二
カ
月
を

含
め
、
入
院
三
カ
月
、
通
院
三

カ
月
の
大
怪
我
で
あ
っ
た
。

「
よ
く
命
が
あ
っ
た
も
の
だ
」

と
学
年
中
の
噂
に
な
っ
た
そ
う

で
あ
る
。

さ
て
、
先
輩
主
治
医
の
嘘
っ

ぽ
い
答
を
聞
い
た
後
は
、
こ
れ

は
長
期
戦
だ
な
と
腹
を
く
く

り
、
親
友
に
頼
ん
で
暇
つ
ぶ
し

の
あ
れ
こ
れ
を
取
り
そ
ろ
え
て

貰
っ
た
。
飯
も
排
便
も
ベ
ッ
ド

上
、
寝
返
り
も
ま
か
り
な
ら
ぬ

と
い
う
絶
対
安
静
だ
か
ら
、
で

き
る
こ
と
と
い
え
ば
読
書
と
音

楽
鑑
賞
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
僕

は
当
時
、
無
類
の
本
嫌
い
だ
っ

た
の
で
、
何
で
も
い
い
か
ら
音

楽
テ
ー
プ
を
持
っ
て
き
て
く
れ

と
親
友
に
頼
ん
だ
。
怪
我
の
元

は
自
分
に
あ
る
と
責
任
を
感
じ

て
い
た
親
友
は
、
駆
け
ず
り
回

っ
て
膨
大
な
量
の
テ
ー
プ
を
集

め
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
僕
は
ビ

ー
ト
ル
ズ
の「
ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
」

と
出
会
っ
た
。

す
ご
い
ア
ル
バ
ム
だ
と
思
っ

た
の
は
、
何
回
聴
い
て
も
感
動

と
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
な
ぜ
飽
き
が
来
な
い
の
だ

ろ
う
と
不
思
議
に
思
い
、
集
中

力
を
傾
け
て
聴
く
と
、
そ
の
訳

が
分
か
っ
た
。す
べ
て
の
曲
に
、

驚
く
ほ
ど
細
部
に
わ
た
る
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
例

え
ば
一
九
六
九
年
当
時
、
ま
だ

珍
し
か
っ
た
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

を
多
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー

が
、
ロ
ッ
ク
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
重
厚
で

変
化
に
富
ん
だ
サ
ウ
ン
ド
が
作

ら
れ
て
い
る
。
ボ
ー
カ
ル
の
声

質
を
編
集
に
よ
っ
て
微
妙
に
変

化
さ
せ
て
い
る
。
一
曲
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
か
ら
次
曲
の
イ
ン
ト

ロ
へ
の
変
化
に
富
ん
だ
つ
な
ぎ

方
が
、
印
象
的
で
あ
る
。
あ
ら

ゆ
る
意
味
を
包
括
し
て
い
る
よ

う
で
、
解
っ
た
よ
う
な
解
ら
な

い
哲
学
的
な
歌
詞
。
そ
し
て
圧

巻
と
い
う
べ
き
後
半
の
メ
ド
レ

ー
な
ど
、
一
筋
縄
で
い
か
な
い

工
夫
が
綺
羅
星
の
ご
と
く
、
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

解
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
僕

は
日
課
の
よ
う
に
「
ア
ビ
ー
ロ

ー
ド
」
を
聴
い
た
。

そ
の
こ
ろ
僕
は
六
人
部
屋
に

い
た
。
寝
た
き
り
で
頸
が
固
定

さ
れ
て
い
た
た
め
、
部
屋
の
様

子
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
耳
か

ら
多
く
の
様
子
が
窺
い
知
れ

た
。
毎
日
、
多
く
の
悲
し
い
会

話
が
耳
に
入
っ
て
き
た
。
夜
に

は
、
何
回
と
な
く
深
い
た
め
息

も
聞
い
た
。
こ
ん
な
人
た
ち
の

支
え
に
、
僕
は
な
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。「
ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
」
を

聴
き
な
が
ら
僕
は
繰
り
返
し
繰

り
返
し
自
問
自
答
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
回
答
な
ど
出
る
は
ず
も

無
い
の
だ
が
。

六
カ
月
間
の
後
、
僕
は
全
快

し
た
。
麻
痺
は
ま
っ
た
く
無
か

っ
た
し
、
す
べ
て
が
元
に
戻
っ

た
の
で
あ
る
。
母
も
姉
も
親
友

た
ち
も
、
心
か
ら
喜
ん
で
く
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
僕
も
幸
せ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
宿

題
が
心
の
中
に
山
の
よ
う
に
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
取
り
戻

し
た
幸
せ
に
匹
敵
す
る
重
い
宿

題
で
あ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
三
十
年
間
、
僕
は

幾
度
と
無
く「
ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
」

を
聴
き
な
が
ら
、
そ
の
宿
題
の

こ
と
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
あ

の
暗
い
病
室
を
思
い
起
こ
し
、

あ
の
時
の
自
問
自
答
を
繰
り
返

し
た
。

「
僕
は
あ
の
人
た
ち
の
支
え

に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
」

そ
し
て
、
ま
だ
答
え
が
無
い

こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
僕

は
恐
ら
く
答
え
が
出
る
ま
で

「
ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
」
を
聴
き
続

け
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い

る
。「

ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
」
の
最
後

の
曲
は
、
こ
ん
な
言
葉
で
終
わ

っ
て
い
る
。

「
…
愛
と
は
自
分
自
身
で
生

み
出
す
も
の
…
」

こ
れ
が
答
え
な
の
か
も
し
れ

な
い
、
と
最
近
は
思
い
始
め
て

い
る
。

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
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【
第
十
九
夜
】病
室
の「
ア
ビ
ー
ロ
ー
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